
一
　
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
と
関
税
政
策

　
一
八
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
第
二
次
百
年
戦
争
の
敗
北
で
植
民
地
支
配
の

縮
減
を
強
い
ら
れ
、
一
七
六
三
年
パ
リ
条
約
以
降
は
先
行
す
る
イ
ギ
リ
ス
に
比
し

て
「
相
対
的
後
進
国
」（
遅
塚
忠
躬
氏
）
の
地
位
に
甘
ん
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
変
化
は
や
が
て
フ
ラ
ン
ス
全
体
に
大
き
な
政
治
的
・
経
済
的
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
が
、
直
ぐ
に
は
そ
の
兆
候
が
現
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

し
ば
ら
く
は
残
さ
れ
た
西
イ
ン
ド
の
ア
ン
テ
ィ
ユ
諸
島
と
西
ア
フ
リ
カ
、
母
国
を

結
ぶ
大
西
洋
三
角
貿
易
を
継
続
さ
せ
て
〈
貿
易
収
支
〉
優
先
策
を
と
り
続
け
た
た

め
、
各
地
の
海
港
都
市
は
植
民
地
貿
易
に
よ
る
繁
栄
を
享
受
し
、
そ
の
後
背
地
で

は
各
種
の
産
業
が
発
達
し
た
。
そ
の
代
表
例
が
ナ
ン
ト
、
サ
ン
・
マ
ロ
の
後
背
地

メ
ー
ヌ
や
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
麻
織
物
業
、
ボ
ル
ド
ー
の
後
背
地
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
の

ワ
イ
ン
生
産
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
後
背
地
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
毛
織
物
業
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、
当
時
は
東
南
部
を
中
心
に
絹
織
物
業
が
急
速
に
発
展
し
た
時
期
で
も

あ
り
、
リ
ヨ
ン
、
サ
ン
＝
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
、
ニ
ー
ム
、
ト
ゥ
ー
ル
な
ど
の
都
市
部

で
は
ギ
ル
ド
規
制
が
形
骸
化
し
、
周
辺
の
農
村
部
で
は
一
七
六
五
年
の
王
令
で
農

村
住
民
に
よ
る
製
糸
や
撚
糸
の
生
産
が
許
可
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
リ
ヨ
ン
の

絹
商
人
は
〈
生
産
規
制
制
度
〉systèm

e
diriste

 
     
         
と
い
う
束
縛
か
ら
の
解
放
と
い

う
国
王
に
よ
る
特
権
的
保
護
を
受
け
て
ド
ー
フ
ィ
ネ
や
ヴ
ィ
ヴ
ァ
レ
に
大
規
模
な

撚
糸
場
を
建
設
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
養
蚕
農
家
が
糸
繰
機
で
生
産
し
た
製

糸
を
撚
糸
に
作
り
替
え
て
絹
織
物
生
産
の
拡
大
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
経
済
シ
ス
テ
ム
は
英
仏
通
商
条
約
（
一
七
八
六
年
イ
ー
デ
ン
条

約
）
や
そ
の
直
後
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
で
大
き
く
変
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
イ

ギ
リ
ス
産
業
革
命
の
影
響
を
受
け
た
フ
ラ
ン
ス
は
一
七
九
一
年
の
関
税
改
革
を
皮

切
り
に
〈
国
内
産
業
〉
優
先
策
に
転
換
し
、
九
三
年
の
「
交
戦
諸
国
と
の
通
商
禁

止
令
」（
三
月
一
日
）
や
「
航
海
条
例
」（
九
月
二
一
日
）
を
経
て
、
第
一
帝
政
期

の
「
ベ
ル
リ
ン
勅
令
」（
一
八
〇
六
年
）・「
ミ
ラ
ノ
勅
令
」（
〇
七
年
）
に
よ
っ
て

所
謂
「
大
陸
制
度
」systèm

e
continental

 
     
             
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
従
来
の
〈
貿
易
収
支
〉
優
先
策
か
ら
〈
国
内
産
業
〉
優
先
策
へ
の
転
換
の

背
景
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
海
上
封
鎖
と
そ
れ
に
伴
う
植
民
地
貿
易
の
後
退
が

あ
る
。
そ
の
結
果
、
海
港
都
市
の
多
く
は
繁
栄
が
頓
挫
し
、
後
背
地
で
成
長
し
て

い
た
植
民
地
物
産
の
加
工
業
な
ど
は
壊
滅
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
リ
ヨ
ン
を
中
心
に
成
長
し
て
い
た
絹
織
物
業
も
例
外
で
は
な
く
、
一

七
六
八
～
八
八
年
に
平
均
六
〇
〇
〇
ト
ン
あ
っ
た
繭
の
生
産
量
は
革
命
期
に
は
三

五
〇
〇
ト
ン
に
ま
で
減
少
し
た
。
そ
の
当
時
の
糸
繰
場
の
多
く
は
半
農
的
な
家
内

製
糸filature

fam
iliale

            
      
で
一
日
当
た
り
の
生
産
は
僅
か
一
リ
ー
ヴ
ル
程
度
に
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と
ど
ま
っ
て
い
た
し
、
糸
繰
り
の
仕
事
は
収
繭
後
の
一
～
三
カ
月
間
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
〇
五
年
に
リ
ヨ
ン
の
ゲ
ン
ス
ー
ルG

ensoul

 
      
が
蒸
気
煮

繭
機
を
発
明
し
た
こ
と
で
生
糸
生
産
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
一
八
一
一
年
頃
に

は
早
く
も
製
糸
農
家
の
一
部
が
蒸
気
煮
繭
機
を
導
入
し
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
、

ロ
ー
ヌ
川
沿
い
や
地
中
海
沿
岸
で
は
三
〇
年
頃
ま
で
に
蒸
気
煮
繭
機
と
蒸
気
発
動

機
を
備
え
た
機
械
製
糸
業
が
普
及
し
て
い
る
。
一
方
、
輸
出
用
絹
織
物
は
上
質
の

原
糸
を
必
要
と
し
た
た
め
、
リ
ヨ
ン
や
サ
ン
＝
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
の
絹
資
本
は
イ
タ

リ
ア
か
ら
の
輸
入
を
拡
大
さ
せ
た
。
リ
ヨ
ン
で
は
大
規
模
な
外
国
取
引
を
行
う
絹

商
人
を
ソ
ワ
イ
ユSoyeux

 
     
と
呼
ん
だ
が
、
第
一
帝
政
期
に
活
躍
し
た
ゲ
ラ
ン
商

会m
aison

G
uérin

 
       
     
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
彼
ら
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
絹
糸
と

く
に
生
糸
を
輸
入
し
て
織
元
に
売
り
、
米
や
オ
リ
ー
ブ
油
の
取
引
、
送
金
・
手
形

割
引
・
両
替
な
ど
の
金
融
業
務
と
手
広
く
営
業
し
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
長
期
信

用
や
絹
糸
の
供
与
を
通
し
て
織
元
を
経
営
支
配
下
に
置
い
た
。
そ
の
当
時
、
国
産

絹
糸
は
約
四
〇
〇
ト
ン
で
年
間
需
要
量
の
約
三
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、
仏
領
イ
タ
リ

ア
か
ら
搬
入
し
た
絹
糸
が
約
五
三
〇
ト
ン
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
以
外
か
ら
の
輸
入

絹
糸
が
約
二
四
〇
ト
ン
に
上
っ
た
。
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
敗
北
で
イ
タ

リ
ア
産
絹
糸
の
輸
入
が
滞
っ
た
た
め
に
、
ブ
ル
ボ
ン
復
古
王
政
は
い
ち
早
く
絹

糸
・
繭
の
輸
出
を
禁
じ
た
。
そ
の
後
、
七
月
王
政
は
生
糸
・
撚
糸
の
輸
出
を
解
禁

し
た
も
の
の
高
関
税
（
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
三
フ
ラ
ン
）
を
か
け
て
輸
出
を
厳

し
く
制
限
す
る
一
方
で
、
原
糸
輸
入
に
対
し
て
は
比
較
的
低
関
税
（
一
キ
ロ
グ
ラ

ム
当
た
り
繭
・
生
糸
は
そ
れ
ぞ
れ
約
一
フ
ラ
ン
、
撚
糸
は
約
二
フ
ラ
ン
）
と
し
た
。

さ
ら
に
一
八
三
三
年
六
月
に
は
再
び
関
税
改
革
を
実
施
し
、
生
糸
の
輸
入
関
税
を

五
サ
ン
チ
ー
ム
、
撚
糸
は
一
〇
サ
ン
チ
ー
ム
と
極
端
に
抑
え
た
た
め
に
絹
糸
と
り

わ
け
生
糸
の
輸
入
が
急
増
し
、
輸
入
生
糸
へ
の
依
存
度
が
一
層
高
ま
っ
た
。
生
糸

輸
入
量
が
総
需
要
量
（
国
内
産
生
糸
＋
輸
入
生
糸
）
に
占
め
る
割
合
は
、
一
三
％

（
一
八
三
一
年
）、
二
一
％
（
三
二
年
）、
三
九
％
（
三
四
年
）、
二
七
％
（
三
五
年
）

と
推
移
し
た
が
、
そ
れ
は
座
繰
製
糸
の
衰
退
と
機
械
製
糸
の
拡
大
を
意
味
し
て
い

た
。
一
八
三
〇
年
代
に
は
ボ
ネC.J.Bonnet

 
         
や
ア
ル
ル
＝
デ
ュ
フ
ー
ルArlè

 
   s  

－
D
ufour

 
     
な
ど
代
表
的
な
絹
商
人
・
織
元
が
競
っ
て
ガ
ー
ル
県
・
ア
ル
デ
ッ
シ
ュ

県
・
ド
ロ
ー
ム
県
に
製
糸
工
場
や
撚
糸
工
場
を
建
設
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
一
九
世
紀
初
め
の
絹
織
物
業
に
は
、（
製
糸
業
や
撚
糸
業
と
異
な
り
）

織
元m

archands
fabricants/fabricans

 
                             
・
親
方chefs

d’atelier

               
・
徒
弟
（
職

人
）com

pagnons,apprentis

 
  
                  
と
い
う
徒
弟
制
度
が
残
っ
て
い
た
。
織
元
と
は

絹
商
人
か
ら
購
入
し
た
絹
糸
と
図
案
を
「
機
屋
親
方
」
と
呼
ば
れ
た
織
布
工
に
渡

し
て
織
ら
せ
、
製
品
が
完
成
次
第
、
彼
ら
に
出
来
高
工
賃
を
支
払
う
問
屋
制
資
本

家
の
こ
と
で
あ
る
。
一
八
一
〇
年
現
在
二
二
〇
人
の
織
元
は
親
方
五
六
一
六
人
を

使
い
、
織
機
一
万
二
五
六
四
台
を
所
有
し
て
い
た
か
ら
、
織
元
一
人
当
た
り
平
均

二
六
～
二
七
人
の
親
方
と
織
機
約
六
〇
台
を
抱
え
て
お
り
、
親
方
の
自
宅
に
は
寝

食
を
共
に
す
る
徒
弟
工
・
徒
弟
女
工
が
約
四
五
〇
〇
人
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

徒
弟
工
・
徒
弟
女
工
に
は
見
習
い
（
見
習
い
期
間
は
一
五
～
一
八
歳
頃
か
ら
の
約

三
年
間
）
と
杼
渡
工
（
錦
織
の
よ
う
な
大
き
な
織
物
を
作
る
時
に
杼shuttle

       
を

投
げ
渡
す
九
～
一
三
歳
の
子
ど
も
）
が
お
り
、
親
方
は
織
元
か
ら
受
け
取
る
工
賃

の
半
分
を
織
賃
と
し
て
彼
（
彼
女
）
ら
に
支
給
し
た
。
当
時
の
親
方
や
徒
弟
は
織

元
に
対
し
て
〈
絶
対
的
・
全
面
的
従
属
〉
関
係
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
親
方
よ
り

も
徒
弟
の
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
親
方
と
徒
弟
の
間
に
は
緩
や
か
な
対
等
性

が
見
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
九
世
紀
初
め
に
ジ
ョ
ゼ
フ
＝
マ
リ
・
ジ
ャ
カ
ー
ルJoseph

 
     -  

M
arie

Jacquard
 
             
が
発
明
し
、
一
八
一
五
年
ジ
ャ
ン
・
ブ
ル
ト
ンJean

Breto

 
         n  

が
改
良
し
た
ジ
ャ
ガ
ー
ド
織
機
（
パ
ン
チ
カ
ー
ド
の
操
作
で
複
雑
な
文
様
を
織
る

こ
と
が
出
来
る
自
動
織
機
）
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
柄
物
輸
出
が
伸
び
て
絹
織

物
需
要
が
急
増
し
た
。
こ
う
し
て
一
八
三
〇
年
頃
に
は
、
高
度
の
技
術
を
要
す
る

紋
織
や
綾
織
な
ど
の
高
級
織
物
を
生
産
す
る
リ
ヨ
ン
市
内
と
、
モ
ス
リ
ン

岡
　
﨑
　
賢
　
治
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m
ousseline

 
         
や
ク
レ
ー
プcrepe

     
、
フ
ー
ラ
ー
ドfoulard

       
な
ど
の
薄
手
平
織
の

無
地
を
織
る
農
村
部
と
で
棲
み
分
け
が
進
ん
だ
。
絹
織
物
は
フ
ラ
ン
ス
全
体
で
も

一
八
〇
八
～
一
二
年
に
二
八
％
（
シ
ャ
プ
タ
ルC.-A.-C.Chaptal

 
              
）、
三
〇
年
代

初
期
に
約
四
分
の
一
（
ジ
ョ
ン
・
ボ
ー
リ
ン
グJ.Bow

ring

 
    
    
）
が
輸
出
に
ま
わ
さ

れ
た
が
、
リ
ヨ
ン
産
の
高
級
絹
織
物
は
一
八
一
一
年
に
七
四
％
、
三
二
年
に
八
三

％
が
輸
出
さ
れ
て
い
る 
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
絹
資
本
に
よ
る
織
元
支
配
が
進

行
し
た
が
、
そ
の
足
元
で
は
機
屋
親
方
が
職
工
を
増
や
し
て
生
産
規
模
の
拡
大
を

図
る
こ
と
で
織
元
に
対
す
る
〈
対
等
性
〉
を
獲
得
し
始
め
て
い
た
。
当
時
、
親
方

は
九
〇
〇
〇
人
、
職
人
は
約
三
万
人
に
膨
れ
あ
が
っ
て
い
た
が
、
職
人
は
親
方
と

の
同
居
を
や
め
て
通
勤
す
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
近
代
的
な
賃
労
働
関
係
が
成

立
し
始
め
て
い
る
。
後
述
す
る
一
八
三
一
年
の
リ
ヨ
ン
反
乱
は
「
古
い
労
働
組
織

の
崩
壊
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
」（E.   
パ
リ
ゼE.Pariset
 
        
）。

　
と
こ
ろ
で
、
旧
植
民
地
帝
国
の
崩
壊
に
よ
る
打
撃
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
か
っ
た

繊
維
産
業
に
綿
織
物
業
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
綿
織
物
業
は
一
八
世
紀
初
め
か
ら

主
と
し
て
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
の
比
較
的
豊
か
な
農
村
か
ら
発
達
し
た
が
、
イ
ギ

リ
ス
産
業
革
命
の
影
響
が
直
ち
に
及
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
一
七
七
一
年
に
フ
ラ

ン
ス
中
央
部
の
都
市
サ
ン
ス
に
初
め
て
導
入
さ
れ
た
ジ
ェ
ニ
ー
紡
績
機
は
、
九
〇

年
代
に
は
国
内
各
地
に
普
及
し
た
も
の
の
、
農
村
に
お
け
る
家
内
労
働
の
補
助
的

装
置
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
七
八
五
年
に
財
務
総
監
カ
ロ
ン
ヌ

Calonne

       
の
援
助
を
受
け
た
英
人
技
師
ジ
ャ
ッ
ク
・
ミ
ル
ンJ.M

ilne

 
  
    
が
パ
リ
郊

外
に
改
良
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
紡
績
機
の
製
作
所
を
建
設
し
、
三
年
後
に
ア
ミ
ア
ン
商

人
が
工
業
奨
励
局
の
協
力
を
得
て
ミ
ュ
ー
ル
紡
績
機
の
密
輸
に
成
功
し
た
こ
と
で

変
化
が
生
ま
れ
る
。
さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
英
人
技
師
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド

Pickford

        
が
ミ
ュ
ー
ル
紡
績
機
を
備
え
た
工
場
を
建
設
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ

て
綿
工
業
が
急
速
に
発
展
し
た
。
そ
の
当
時
、
綿
紡
績
業
は
零
細
産
業
で
あ
っ
た

か
ら
、
改
良
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
紡
績
機
や
ミ
ュ
ー
ル
紡
績
機
を
導
入
し
て
も
手
動
式

註
①

動
力
や
馬
力
に
頼
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
急
流
に
恵
ま
れ
た
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
地
方
や
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
山
脈
を
縫
う
急
流
が
恰
好
の
水
力
を
提
供
し
て
い
た

ア
ル
ザ
ス
地
方
で
は
水
力
紡
績
工
場
と
し
て
の
立
地
条
件
が
整
っ
て
お
り
、
綿
紡

績
業
が
発
展
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
最
初
に
蒸
気
発
動
機
を
備
え
た
工
場
が
建
設
さ

れ
た
の
は
一
八
〇
三
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
水
資
源
に
乏
し
い
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方

な
ど
で
は
一
八
一
八
年
以
降
、
蒸
気
発
動
機
を
積
極
的
に
導
入
し
た
。
こ
う
し
て

一
八
〇
四
年
以
降
、
ミ
ュ
ー
ル
紡
績
機
を
備
え
た
工
場
の
増
設
に
伴
っ
て
従
来
か

ら
の
家
内
労
働
に
よ
る
綿
糸
生
産
が
激
減
し
、
一
八
一
〇
年
頃
に
は
工
場
生
産
綿

糸
が
一
般
化
し
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、　
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
の
開
始
期
は

ジ
ャ
ガ
ー
ド
織
機
や
ミ
ュ
ー
ル
紡
績
機
な
ど
が
導
入
さ
れ
た
一
八
一
〇
年
前
後
と

見
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
や
が
て
一
八
二
〇
年
前
後
に
は
〈
綿
工
業
の
首
都
〉
パ

リ
か
ら
地
方
に
拡
散
す
る
「
拡
散
の
時
期
」
へ
と
移
行
し
、
四
〇
年
代
に
は
ノ
ル

マ
ン
デ
ィ
地
方
、
ア
ル
ザ
ス
地
方
オ
ー
＝
ラ
ン
県
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
ノ
ー
ル
県

の
三
地
域
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
繊
維
工
業
は
、
第
一
帝
政
期
に
お
い
て
大
陸

制
度
に
伴
う
イ
ギ
リ
ス
経
済
と
の
断
絶
が
功
を
奏
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
綿

織
物
業
の
発
展
は
原
綿
の
消
費
量
や
綿
紡
績
紡
錘
数
、
綿
糸
生
産
量
の
増
大
か
ら

も
確
認
で
き
る
が
、
一
八
三
〇
年
に
は
綿
織
物
が
麻
織
物
や
毛
織
物
を
超
え
て
絹

織
物
に
次
ぐ
第
二
の
主
要
輸
出
品
に
躍
り
出
て
い
る 
。
そ
の
間
、
大
衆
用
粗
綿
布

rouenneries

           
生
産
で
知
ら
れ
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
で
は
、
紡
績
・
織
布
・
捺

染
（
ま
た
は
漂
白
・
仕
上
）
と
い
う
三
工
程
間
の
分
業
が
成
立
し
た
。
ま
た
、〈
棉

花
買
付
商
→
紡
績
業
者
→
織
布
業
者
→
織
布
仕
上
・
取
引
商
→
貿
易
業
者
〉
と
流

れ
る
生
産
体
制
が
整
い
、
こ
れ
ら
の
業
種
間
を
媒
介
す
る
仲
買
人
や
商
人
織
元
な

ど
の
流
通
機
構
も
整
備
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
綿
工
業
の
発
展
の
中
で
、
と
り
わ
け

異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
ア
ル
ザ
ス
地
方
で
あ
る
。
こ
の
地
方
の
繊
維
工
業
の
端

緒
は
｢
ナ
ン
ト
の
勅
令
｣
廃
止
（
一
六
八
五
年
）
に
伴
う
弾
圧
か
ら
逃
れ
て
き
た

註
②

三

フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
と
一
八
四
八
年
革
命
に
関
す
る
一
考
察
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ユ
グ
ノ
ー
（
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
）
が
始
め
た
捺
染
業
で
、
彼
ら
の
後
裔

た
ち
は
一
八
世
紀
半
ば
に
高
級
捺
染
綿
布indienne

fine

             
を
生
産
す
る
企
業
家

へ
と
成
長
し
、
オ
ー
＝
ラ
ン
県
南
部
の
都
市
ミ
ュ
ル
ー
ズM

ulhouse

 
       
に
は
ケ
ク

ラ
ンK

œ
chlin

 
 
     
、
ド
ル
フ
スD

ollfus

 
      
、
シ
ュ
ラ
ン
ベ
ル
ジ
ュSchulum

berger

 
      
      
、

ミ
ー
クM

ieg

 
   
な
ど
の
〈
繊
維
貴
族
〉patriciatdu

textile

 
                   
が
誕
生
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
ミ
ュ
ル
ー
ズ
の
捺
染
業
者
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
で
イ

ギ
リ
ス
綿
布
の
輸
入
が
途
絶
（
一
八
〇
六
年
二
月
綿
布
輸
入
禁
止
令
）
し
た
時
、

捺
染
業
以
外
に
も
手
を
伸
ば
す
必
要
が
生
じ
た
（
フ
ラ
ン
ス
の
原
綿
輸
入
額
は
一

八
〇
五
年
に
二
八
〇
万
七
九
七
八
フ
ラ
ン
、
〇
六
年
に
一
七
三
万
一
七
五
八
フ
ラ

ン
で
あ
っ
た
が
、
一
〇
年
に
は
九
万
二
七
〇
〇
フ
ラ
ン
ま
で
激
減
し
て
い
る
）。

そ
こ
で
繊
維
貴
族
た
ち
は
直
営
の
ミ
ュ
ー
ル
紡
績
工
場
を
建
設
し
、
織
布
工
程
を

直
営
作
業
場
や
問
屋
制
前
貸
の
農
村
家
内
工
業
と
連
結
す
る
こ
と
で
紡
績
・
織
布
・

捺
染
の
三
工
程
を
一
貫
し
て
行
う
綿
業
企
業
家
へ
と
転
身
し
た
の
で
あ
る
。
綿
織

物
業
の
多
角
化
は
第
一
帝
政
末
期
ま
で
に
ほ
ぼ
完
了
す
る
が
、
綿
業
企
業
家
の
数

は
約
二
〇
人
程
度
で
、
最
初
か
ら
企
業
規
模
が
大
き
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
生
産
過
程
の
合
理
化
（
＝
機
械
制
の
導
入
）
は
織
布
工
程
を
直
営
作
業
場
へ

の
集
中
化
を
促
し
、
紡
績
工
程
に
お
け
る
蒸
気
機
関
の
導
入
を
も
た
ら
し
た
。
一

八
一
二
年
、
ド
ル
フ
ス
＝
ミ
ー
ク
社
に
始
ま
る
こ
れ
ら
の
動
き
は
二
〇
～
三
〇
年

代
に
は
大
規
模
工
場
の
ほ
と
ん
ど
で
実
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
八
二
六
年
に
ケ

ク
ラ
ン
社
が
力
織
機
を
導
入
し
て
機
械
制
織
布
工
場
を
設
立
し
た
こ
と
が
皮
切
り

と
な
り
、
四
七
～
四
八
年
頃
に
は
力
織
機
の
台
数
が
手
織
機
の
そ
れ
を
上
回
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ア
ル
ザ
ス
地
方
の
綿
織
物
業
者
の
多
く
は
機
械
の
修
理
部

門
を
併
設
し
て
い
た
が
、
生
産
過
程
の
合
理
化
と
と
も
に
修
理
部
門
が
機
械
製
造

工
場
へ
と
成
長
し
て
い
る
。
な
お
、
紡
績
機
・
力
織
機
・
蒸
気
機
関
を
備
え
た
機

械
製
造
工
場
の
数
は
、
一
八
四
〇
年
頃
に
は
約
三
〇
に
ま
で
増
加
し
て
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
と
ア
ル
ザ
ス
の
経
済
的
地
位
は
完
全
に
逆
転
し
た
。
因
み
に
工
場
で
使
用
さ

れ
る
蒸
気
機
関
は
一
八
二
〇
年
の
六
五
か
ら
六
二
五
（
三
〇
年
）、
三
五
九
一
（
四

〇
年
）、
四
八
五
三
（
四
八
年
）
と
急
増
し
、
石
炭
消
費
量
は
一
八
三
〇
年
か
ら

四
七
年
の
間
に
三
倍
増
の
七
六
四
万
ト
ン
と
な
る
。
た
だ
し
、
国
内
産
石
炭
だ
け

で
は
賄
い
き
れ
な
か
っ
た
た
め
に
約
二
五
〇
万
ト
ン
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
。

　
一
方
、
機
械
製
造
工
場
の
出
現
は
、
製
鉄
部
門
に
お
け
る
新
技
術
の
開
発
（
製

銑
工
程
へ
の
コ
ー
ク
ス
高
炉koks

 
   
、
精
錬
・
圧
延
工
程
へ
の
パ
ド
ル
炉paddl

 
    e  

と
ロ
ー
ラ
ー
圧
延
機
の
導
入
）
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
か
つ
て
ア
ン
シ
ャ

ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
製
鉄
は
、
鉄
鉱
石
か
ら
直
接
的
に
錬
鉄
や
鋼
を
産
出
す
る
直

接
製
鉄
法
と
、
銑
鉄
生
産
（
製
錬
工
程
）
と
錬
鉄
生
産
（
精
錬
工
程
）
か
ら
な
る

間
接
製
鉄
法
が
採
ら
れ
て
い
た
。
前
者
は
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
に
近
い
ア
リ
エ
ー
ジ
ュ

県
や
オ
ー
ド
県
と
い
う
山
岳
地
方
に
見
ら
れ
た
カ
タ
ロ
ニ
ア
式
製
鉄
と
言
わ
れ
、

後
者
は
一
七
八
九
年
現
在
で
銑
鉄
生
産
の
た
め
の
高
炉
が
三
五
八
基
、
フ
ラ
ン

シ
ュ
＝
コ
ン
テ
式
・
ヴ
ァ
ロ
ン
式
・
ニ
ヴ
ェ
ル
ネ
式
の
精
錬
炉
が
一
〇
九
〇
基
存

在
し
た
が
、
い
ず
れ
も
経
営
規
模
が
小
さ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
の
製
鉄

業
は
し
ば
ら
く
木
炭
高
炉
と
木
炭
精
錬
炉
の
併
用
が
続
い
た
が
、
一
七
六
九
年
に

ヴ
ァ
ン
デ
ル
家W

endel

 
     
が
ア
ヤ
ン
ジ
ュ
製
鉄
所H

yange

 
     
（
モ
ー
ゼ
ル
県
）
に

お
い
て
木
炭
燃
料
に
コ
ー
ク
ス
（
石
炭
を
乾
留
し
て
炭
素
部
分
だ
け
を
残
し
た
燃

料
）
を
混
ぜ
る
銑
鉄
生
産
に
成
功
し
、
八
四
年
に
は
ル
・
ク
ル
ー
ゾ
製
鉄
所Le

 
  

Creusot

       
（
ソ
ー
ヌ
＝
エ
＝
ロ
ワ
ー
ル
県
）
が
フ
ラ
ン
ス
最
初
の
コ
ー
ク
ス
高
炉

の
運
転
を
始
め
て
い
る 
。

　
し
か
し
、
革
命
前
の
製
鉄
企
業
と
し
て
は
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
製
鉄
所D

e

 
  

D
ietrich

 
       
や
武
器
製
造
で
知
ら
れ
た
ル
・
ク
ル
ー
ゾ
製
鉄
所
の
よ
う
な
大
規
模
製

鉄
所
も
存
在
し
た
が
、
多
く
は
年
間
稼
働
期
間
が
五
～
七
カ
月
間
と
短
く
、
農
民

の
生
計
補
充
手
段
に
過
ぎ
な
い
小
規
模
経
営
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
革
命
の
勃
発

と
と
も
に
国
王
や
亡
命
貴
族
、
教
会
が
所
有
し
て
い
た
製
鉄
所
が
没
収
さ
れ
、
製

鉄
企
業
家
・
大
商
人
・
大
借
地
農
な
ど
に
売
却
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
部
の
製

註
③

岡
　
﨑
　
賢
　
治

四
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鉄
企
業
家
は
吸
収
・
合
併
を
通
し
て
経
営
規
模
の
拡
大
に
努
め
た
た
め
、
資
本
の

集
積
や
集
中
と
い
う
現
象
が
現
れ
始
め
た 
。
一
八
一
五
～
二
二
年
に
は
復
古
王
朝

に
よ
る「
鉄
輸
入
の
自
由
化
」を
受
け
て
デ
ュ
フ
ォ
ーG

.D
ufaud

 
  
     
、
ガ
ロ
アL.de

 
    

G
allois

 
      
な
ど
中
部
フ
ラ
ン
ス
の
製
鉄
業
者
が
石
炭
と
コ
ー
ク
ス
を
併
用
す
る
製

鉄
に
取
り
組
み
始
め
、
二
二
～
二
三
年
に
は
所
謂
「
イ
ギ
リ
ス
型
製
鉄
所
」foges

      

anglais

       
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
製
鉄
所
が
約
二
〇
カ
所
も
設
立
さ
れ
て
二
六
年
に

は
倍
増
し
て
い
る
。
一
八
〇
七
年
九
月
二
日
に
公
布
さ
れ
た
商
法
典（「
会
社
法
」）

は
会
社
を
合
名
会
社
・
合
資
会
社
・
株
式
会
社
の
三
形
態
に
分
類
し
て
い
る
が
、

当
時
の
製
鉄
業
は
同
族
的
・
個
人
企
業
的
性
格
の
強
い
合
名
会
社
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
年
代
に
入
る
と
中
部
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ル
シ
ャ
ン
ボ
ー
工
場

Fourecham
bault

         
     
、
テ
ル
ヌ
ワ
ー
ル
工
場Terrenoire

 
         
な
ど
の
よ
う
に
合
資
会

社
や
株
式
会
社
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
大
資
本
の
調
達
に
成
功
し
た
企
業
も
出
現

し
、
錬
鉄
を
機
械
製
造
工
場
に
売
却
す
る
こ
と
で
莫
大
な
利
益
を
生
み
出
し
始
め

て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
フ
ラ
ン
ス
は
、
革
命
戦
争
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
時
期
に
イ
ギ
リ
ス

製
品
の
輸
入
禁
止
や
対
英
貿
易
の
禁
止
を
断
行
し
た
が
、
大
陸
制
度
の
崩
壊
後
も

激
し
い
国
際
競
争
か
ら
国
内
産
業
を
守
る
た
め
に
超
保
護
主
義
的
な
関
税
政
策
を

維
持
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
産
業
革
命
は
、
こ
の
関
税
障
壁
に
守
ら
れ
る
形
で
一
八

二
〇
年
代
に
入
っ
て
よ
う
や
く
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
。〈
保
護
貿
易
主
義
〉を
主

張
し
た
の
は
、
外
国
産
の
工
業
製
品
や
原
材
料
と
の
競
争
を
怖
れ
る
工
業
部
門
の

企
業
家
や
鉱
山
・
炭
鉱
・
森
林
の
所
有
者
、
農
牧
業
者
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、

と
り
わ
け
関
税
改
革
に
反
対
し
た
の
は
産
業
革
命
で
頭
角
を
現
し
た
石
炭
・
製
鉄
・

機
械
な
ど
の
産
業
資
本
家
だ
っ
た 
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
産
業
資
本
家
と
結
び
つ
い
た
の
が
「
オ
ー
ト
・
バ
ン
ク
」

haute
banque

            
と
呼
ば
れ
た
約
二
〇
の
商
人
銀
行
家négociantes-banquier

 
                   s  

集
団
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
ユ
ダ
ヤ
系
の
ロ
チ
ル
ド
家Rothschild

 
         
が
羊
毛
・

註
④

註
⑤

絹
・
茶
、
デ
レ
ッ
セ
ー
ル
家D

elessert

 
        
や
オ
タ
ン
ゲ
ル
家H

ottinguer

 
         
が
綿
花
、

セ
イ
エ
ー
ル
家Seilière

 
       
が
羊
毛
な
ど
と
手
広
く
国
際
貿
易
を
展
開
し
、
ロ
ン
ド

ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
パ
リ
を
結
ぶ
国
際
金
融
網
と
豊
富
な

自
己
資
金
を
足
が
か
り
に
し
て
貿
易
為
替
業
務
を
独
占
し
た
。
ま
た
彼
ら
は
輸
入

原
材
料
を
全
国
規
模
で
販
売
し
た
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
の
生
産
者
か
ら
依
頼

さ
れ
て
委
託
販
売
も
行
っ
た
が
、
こ
う
し
た
営
業
の
際
に
利
用
し
た
為
替
手
形
や

手
形
貸
付
が
オ
ー
ト
・
バ
ン
ク
を
手
形
決
済
機
構
へ
と
成
長
さ
せ
て
い
っ
た
。
ナ

ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
トN

apoléon
Bonaparte

 
                 
は
一
八
〇
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス

銀
行
を
設
立
し
て
銀
行
券
を
全
国
的
に
使
用
さ
せ
る
な
ど
国
家
統
制
の
強
化
に
乗

り
出
し
た
が
、
こ
れ
は
各
地
域
間
の
為
替
相
場
の
違
い
を
利
用
し
て
利
益
を
生
み

出
し
て
き
た
オ
ー
ト
・
バ
ン
ク
に
と
っ
て
は
脅
威
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ナ
ポ
レ
オ

ン
一
世
が
失
脚
し
た
一
八
一
四
年
に
商
業
銀
行
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
フ
ィ
ッ
ト

Jacques
Laffitte

                
ら
が
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
改
組
を
行
い
、
翌
年
以
降
の
貨
幣
・
金

融
市
場
は
フ
ラ
ン
ス
銀
行
と
オ
ー
ト
・
バ
ン
ク
の
二
本
立
て
と
し
た
。
当
時
、
ブ

ル
ボ
ン
復
古
王
朝
は
総
額
一
六
億
フ
ラ
ン
も
の
対
外
負
債
を
抱
え
て
い
た
が
、
一

六
～
一
八
年
に
数
度
に
及
ぶ
五
％
利
付
国
債
の
発
行
を
通
し
て
八
億
一
四
〇
〇
万

フ
ラ
ン
の
借
り
入
れ
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
起
債
市
場
は
ロ
ン
ド
ン
の
ベ
ア
リ

ン
グBaring

 
     
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ホ
ー
プH

ope

 
   
に
依
存
し
た
が
、
や
が
て
パ

リ
の
オ
ー
ト
・
バ
ン
ク
に
も
頼
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
（
一
八
二
三
年
）

や
「
亡
命
貴
族
の
一
〇
億
フ
ラ
ン
法
」（
二
五
年
）
制
定
に
伴
う
国
債
発
行
は
ロ

チ
ル
ド
家
を
中
心
と
す
る
オ
ー
ト
・
バ
ン
ク
が
独
占
的
に
引
き
受
け
て
い
る
。
証

券
市
場
で
売
ら
れ
た
五
％
利
付
国
債
の
相
場
は
、
一
六
年
の
証
券
取
引
所
整
備
法

や
減
債
金
庫
再
建
法
な
ど
の
制
定
で
所
謂
「
上
げ
相
場
」
と
な
っ
て
お
り
、
オ
ー

ト
・
バ
ン
ク
に
巨
額
の
利
潤
を
も
た
ら
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
銀
行
資
本
と
し
て
は
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
ア
ン
ザ
ン
鉱
山
会

社
に
投
資
し
た
ペ
リ
エ
銀
行Périer

 
     
や
ル
・
ク
ル
ー
ゾ
、
フ
ル
シ
ャ
ン
ボ
ー
、
ア

五

フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
と
一
八
四
八
年
革
命
に
関
す
る
一
考
察
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ヤ
ン
ジ
ュ
三
大
製
鉄
会
社
に
融
資
し
た
セ
イ
エ
ー
ル
銀
行
な
ど
が
有
名
だ
が
、
こ

れ
ら
は
重
工
業
部
門
へ
の
投
資
を
通
し
て
保
護
関
税
政
策
に
賛
同
し
て
い
た 
。
一

方
、
フ
ラ
ン
ス
の
鉄
道
建
設
は
一
八
二
三
年
の
炭
坑
用
鉄
道
に
始
ま
る
が
、
こ
こ

で
も
銀
行
資
本
が
顔
を
出
す
。
二
六
～
二
八
年
、
サ
ン
＝
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
を
中
心

に
ロ
ー
ヌ
川
と
ロ
ワ
ー
ル
川
を
結
ぶ
鉄
道
が
建
設
さ
れ
、
製
鉄
業
の
各
工
程
を
連

結
さ
せ
る
た
め
の
運
搬
手
段
と
し
て
機
能
し
始
め
た
。
そ
し
て
、
三
三
年
に
「
鉄

道
建
設
用
資
金
調
達
に
関
す
る
法
令
」
が
制
定
さ
れ
、
三
五
年
の
パ
リ
＝
サ
ン

ジ
ェ
ル
マ
ン
鉄
道
開
業
以
降
は
ロ
チ
ル
ド
家
な
ど
の
オ
ー
ト
・
バ
ン
ク
や
大
銀
行

が
本
格
的
に
鉄
道
事
業
に
参
画
す
る
。
し
か
し
、
七
月
王
政
期
の
政
府
は
鉄
道
建

設
に
私
的
資
本
の
援
助
を
期
待
し
な
が
ら
も
、
公
益
擁
護
の
観
点
か
ら
私
的
資
本

が
鉄
道
経
営
を
牛
耳
る
こ
と
は
避
け
た
い
と
考
え
て
金
融
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
対

立
し
、
三
五
年
と
三
七
年
に
は
政
府
案
が
議
会
で
否
決
さ
れ
て
い
る
。
四
二
年
六

月
一
一
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
国
規
模
の
鉄
道
計
画
に
関
す
る
法
律（「
一
八
四

二
年
鉄
道
法
」）
が
成
立
し
、
政
府
・
市
町
村
は
鉄
道
敷
設
に
関
す
る
土
地
・
建

物
の
収
用
と
基
礎
工
事
を
引
き
受
け
て
建
設
費
の
大
部
分
を
負
担
し
た
が
鉄
道
の

所
有
権
者
に
と
ど
ま
っ
た
（
四
五
年
鉄
道
法
改
正
で
市
町
村
の
鉄
道
建
設
負
担
は

除
外
）。
一
方
、
私
的
会
社
は
レ
ー
ル
据
え
付
け
や
車
輌
の
調
達
と
経
営
費
・
補
修

費
を
負
担
す
る
だ
け
で
、
政
府
か
ら
営
業
権
を
一
定
期
間
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
パ
リ
・
ロ
チ
ル
ド
家
の
祖
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ロ
チ
ル
ドJam

es
de

 
  
      

Rothschild

          
は
、
以
前
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
総
合
会
社
な
ど
へ
の
資
本
参
加
を
通
し
て

ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
産
鉄
鋼
と
イ
ギ
リ
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
産
石
炭
を
軌
道
に
乗
せ

よ
う
と
し
て
い
た
が
、
い
よ
い
よ
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
四
五
年
に

鉄
道
建
設
の
認
可
を
得
た
北
部
鉄
道
は
、
五
二
年
ま
で
に
ク
レ
イ
ユ
＝
サ
ン
・
カ

ン
タ
ン
鉄
道
（
四
六
年
設
立
認
可
）
や
ア
ミ
ア
ン
＝
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
鉄
道
（
四
五
年

設
立
認
可
）
を
合
併
し
、
パ
リ
か
ら
ア
ミ
ア
ン
、
リ
ー
ル
、
ベ
ル
ギ
ー
国
境
を
結

ぶ
線
路
の
敷
設
に
成
功
し
た
。
北
部
鉄
道
や
パ
リ
＝
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
鉄
道
（
四

註
⑥

五
年
設
立
認
可
）、
パ
リ
＝
リ
ヨ
ン
鉄
道
（
四
五
年
設
立
認
可
）
な
ど
の
鉄
道
事

業
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ロ
チ
ル
ド
の
ほ
か
シ
ャ
ル
ル
・
ラ
フ
ィ
ッ
トCharles

 
       

Pierre
Eugène

Laffitte

                      
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ブ
ラ
ン
トEdw

ard
Blount

 
  
          
、
ジ
ャ

ン
＝
ア
ン
リ
・
オ
タ
ン
ゲ
ルJean-H

enriH
ottinguer

 
     
      
         
な
ど
銀
行
家
を
中
心
と

す
る
株
式
会
社
が
担
っ
て
い
る 
。

　
こ
う
し
て
パ
リ
の
大
銀
行
を
中
核
と
す
る
金
融
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は
大
商
人
・

大
地
主
層
と
結
び
つ
い
て
巨
大
な
利
益
を
得
た
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
始
め
た
鉄

道
建
設
＝
経
営
を
通
し
て
燃
料
・
資
材
を
供
給
す
る
産
業
資
本
家
と
も
資
金
面
で

繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
三
〇
年
代
に
お
け
る
製
鉄
業
の
発
展
は
、
繊
維
工
業

機
械
の
生
産
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
敷
設
に
伴
う
軌
条
の
需
要
増
大
に
も
起
因
す

る
。
確
か
に
鉄
道
敷
設
が
拡
大
す
る
の
は
三
八
年
以
降
で
あ
り
、
四
二
～
五
三
年

に
お
け
る
軌
条
の
た
め
の
錬
鉄
生
産
は
全
体
の
一
五
％
程
度
で
あ
る
が
、
ヴ
ァ
ン

デ
ル
家
が
二
〇
～
二
二
年
に
、
ル
・
ク
ル
ー
ゾ
製
鉄
所
が
二
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ
設

備
投
資
を
し
た
の
は
軌
条
増
産
を
見
越
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ル
・
ク
ル
ー
ゾ
製

鉄
所
は
三
八
～
四
七
年
に
新
型
高
炉
四
基
を
建
設
し
、
四
二
年
の
パ
ド
ル
炉
に
よ

る
鉄
生
産
一
四
万
二
六
〇
〇
ト
ン
の
う
ち
二
〇
％
以
上
が
軌
条
用
錬
鉄
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
ド
カ
ズ
ヴ
ィ
ル
製
鉄
所D

ecazeville

 
          
や
フ
ル
シ
ャ
ン
ボ
ー
製
鉄

所
、
ア
レ
ー
製
鉄
所Alais

 
    
、
ル
・
ク
ル
ー
ゾ
製
鉄
所
な
ど
大
企
業
は
軌
条
市
場

を
占
有
し
、
価
格
協
定
（
三
七
年
五
月
）
や
納
入
割
当
協
定
（
四
一
年
オ
ル
レ
ア

ン
鉄
道
）、
競
争
忌
避
協
定
（
四
二
年
モ
ン
ペ
リ
エ
＝
ニ
ー
ム
鉄
道
）
を
結
ん
で

い
る
。
こ
う
し
て
製
鉄
業
を
営
む
大
企
業
は
鉄
道
の
発
展
を
梃
子
に
し
て
資
本
蓄

積
を
果
た
す
と
と
も
に
、
そ
の
過
程
で
生
産
の
集
中
や
企
業
連
合
の
結
成
を
果
た

し
て
寡
頭
支
配
を
強
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
鉄
道
会
社
の
株
主
は
銀
行
家
を
筆
頭
と
す
る
資
産
家
・
名
望
家
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
パ
リ
・
ロ
チ
ル
ド
家
は
鉄
道
会
社
一
二
社
の

大
株
主
・
理
事
と
な
り
、
鉄
道
株
全
体
の
約
二
割
に
相
当
す
る
一
八
万
四
〇
〇
〇

註
⑦

岡
　
﨑
　
賢
　
治

六
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株
を
所
有
し
た
。
ま
た
、
株
式
発
行
は
当
初
、
パ
リ
の
大
銀
行
が
引
き
受
け
て
顧

客
優
先
で
配
分
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
た
め
、
鉄
道
会
社
の
株
主
に
な
れ
た

の
は
少
数
の
資
産
家
・
名
望
家
に
限
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
額
面
の
一
割
の
払
い
込

み
だ
け
で
大
量
の
株
式
を
取
得
し
た
有
力
者
は
流
動
す
る
株
式
相
場
を
眺
め
な
が

ら
競
っ
て
売
却
し
た
。
ま
さ
に
プ
レ
ミ
ア
ム
狙
い
の
投
機
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
鉄
道
株
の
売
買
は
株
式
市
場
全
体
を
刺
激
し
、
四
五
年
に
は
空
前
の
狂

乱
投
機
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
投
機
熱
の
背
後
に
は
パ
リ
＝
ル
ー
ア
ン
鉄
道
や

ル
ー
ア
ン
＝
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
鉄
道
の
株
式
を
取
得
し
た
ブ
ラ
ッ
シ
ーT.Brasse

 
       y  

や
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ーW

.M
ackenzie

 
  
        
な
ど
英
人
富
豪
の
姿
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、

パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン
に
緊
密
な
金
融
関
係
を
持
っ
て
い
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ロ
チ
ル
ド

は
イ
ギ
リ
ス
資
本
導
入
の
橋
渡
し
役
を
担
い
、
ラ
フ
ィ
ッ
ト
は
ロ
ン
ド
ン
の
銀
行

家
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ブ
ラ
ン
トEdw

ard
Blount

 
  
          
と
組
ん
で
鉄
道
金
融
会
社

Laffitte
BlountetCie

                      
を
設
立
し
、
ジ
ャ
ン
＝
ア
ン
リ
・
オ
タ
ン
ゲ
ル
も
ロ
ン

ド
ン
の
ベ
ア
リ
ン
グ
ス
銀
行Barings

 
      
と
提
携
し
て
鉄
道
金
融
会
社

Cam
pagnie

Baring,H
ottinguer

etRece

   
                
                 veurs

G
eneraux

       
       
を
作
っ
て
イ

ギ
リ
ス
資
本
の
導
入
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
は
フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る
鉄
道
投
資
額
の
約
三
分
の
一
を
占
め
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
を
含
め
る
と
外
国

資
本
が
約
三
分
の
二
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
四
五
年
下
半
期
に
下
落
し
始
め
た
株
価
は
翌
年
に
な
っ
て
も
反
騰

の
兆
し
が
見
ら
れ
ず
、
ま
ず
大
衆
投
資
家
が
鉄
道
投
資
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
一

方
、
銀
行
筋
は
貸
付
信
用
の
拡
大
を
通
し
て
鉄
道
株
の
買
い
支
え
に
出
た
が
、
や

が
て
資
金
繰
り
に
窮
し
た
多
く
の
銀
行
が
鉄
道
株
の
売
り
に
転
じ
る
と
金
融
市
場

全
体
に
混
乱
が
拡
が
っ
た
。
そ
し
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
綿
工
業
や
羊
毛
工
業
の
分

野
で
も
急
激
な
景
気
後
退
が
進
行
し
た
。
一
八
四
五
年
、
英
仏
両
国
に
お
け
る
綿

工
業
の
活
況
や
そ
れ
に
伴
う
原
綿
需
要
の
増
大
に
押
さ
れ
て
原
綿
価
格
が
急
騰

し
、
綿
製
品
価
格
の
上
昇
に
伴
っ
て
国
内
需
要
が
急
速
に
萎
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ

し
て
四
六
年
秋
以
降
は
ア
メ
リ
カ
棉
花
の
不
作
と
イ
ギ
リ
ス
原
綿
市
場
の
高
騰
に

刺
激
さ
れ
て
投
機
買
い
が
横
行
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の

が
四
六
年
の
凶
作
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
小
麦
収
穫
は
豊
作
だ
っ
た
四
四
年
よ
り

二
六
％
、
平
年
作
だ
っ
た
四
五
年
よ
り
一
六
％
下
回
っ
て
六
〇
〇
〇
万
ヘ
ク
ト
パ

ス
カ
ルhPa

 
  
と
な
り
、
七
月
ま
で
は
一hPa

 
  
当
た
り
二
二
フ
ラ
ン
台
だ
っ
た
全
国

平
均
小
麦
価
格
は
八
月
に
は
二
四
フ
ラ
ン
へ
と
上
昇
し
、
一
〇
月
二
六
フ
ラ
ン
、

一
二
月
二
八
フ
ラ
ン
と
高
騰
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
国
各
地
の
農
村
で
穀
物
商
が

買
い
占
め
に
走
っ
た
だ
け
で
な
く
、
パ
リ
の
商
業
銀
行
家
が
輸
入
穀
物
の
投
機
買

い
を
始
め
た
か
ら
で
あ
り
、
ロ
チ
ル
ド
家
も
一
一
月
に
は
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ル
・
ア
ー

ヴ
ル
、
ダ
ン
ケ
ル
ク
で
買
い
占
め
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
穀
物
輸
入

額
（
法
定
価
）
は
四
五
年
の
一
四
九
五
万
フ
ラ
ン
か
ら
九
六
一
八
万
フ
ラ
ン
（
四

六
年
）、
一
億
七
六
九
三
万
フ
ラ
ン
（
四
七
年
）
へ
と
増
大
し
た
。
し
た
が
っ
て
穀
物

輸
入
は
四
六
年
下
半
期
の
二
五
万
ト
ン
か
ら
翌
年
上
半
期
に
は
六
二
万
ト
ン
ま
で

増
え
て
輸
入
総
額
の
二
一
％
を
占
め
る
に
至
り
、
四
七
年
は
二
億
三
六
〇
〇
万
フ

ラ
ン
と
い
う
大
幅
な
入
超
を
記
録
し
て
い
る
。
な
お
、
四
七
年
に
お
け
る
穀
物
輸

入
相
手
国
は
ロ
シ
ア
（
六
九
八
四
万
フ
ラ
ン
）
に
次
い
で
イ
ギ
リ
ス
（
一
一
八
〇

万
フ
ラ
ン
）が
多
い
が
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣RobertPee

 
         l  

（
在
任
一
八
四
一
～
四
六
）
が
採
用
し
た
〈
自
由
貿
易
主
義
〉
が
関
係
し
て
い
る
。

四
四
年
以
降
、
対
英
貿
易
は
綿
織
物
・
毛
織
物
輸
出
と
原
毛
輸
入
と
が
急
増
し
た

が
、
四
六
年
に
ピ
ー
ル
政
権
が
保
守
党
主
流
派
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
穀
物
法
廃

止
に
踏
み
切
っ
て
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
は
最
大
の
貿
易
相
手
国
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
綿
工
業
や
羊
毛
工
業
の
低
迷
状
態
が
長
引
か
な
か
っ
た
こ
と
に
も
注

目
す
る
必
要
が
あ
る
。
確
か
に
オ
ル
ヌ
県
（
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
）
の
ラ
・
フ
ェ

ル
テ
＝
マ
セLa

Ferté-M
acé

 
         
   
で
は
綿
織
物
業
者
が
操
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
、

同
じ
く
輸
出
市
場
を
持
た
な
い
リ
ー
ル
や
ル
ベLoubet

 
     
、
ル
ー
ア
ン
な
ど
で
も

深
刻
な
不
況
に
直
面
し
た
。
し
か
し
、
四
六
年
の
原
綿
輸
入
量
は
四
四
年
の
九
％

七

フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
と
一
八
四
八
年
革
命
に
関
す
る
一
考
察
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増
、
四
五
年
の
六
％
増
と
な
っ
て
こ
れ
ま
で
の
最
高
額
に
達
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
綿
工
業
が
急
速
に
回
復
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
原
因
は
綿
製
品
輸
出
の

好
調
に
あ
っ
た
。
四
六
年
の
綿
織
物
の
輸
出
額
は
四
四
年
を
三
五
％
、
四
五
年
を

一
〇
％
強
上
回
っ
て
お
り
、
同
様
に
毛
織
物
や
絹
織
物
も
対
前
年
比
四
％
上
回
っ

て
い
る
。
そ
し
て
同
じ
く
、
製
鉄
業
も
鉄
道
建
設
の
拡
張
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
活

況
を
呈
し
始
め
た
。
四
七
年
の
鉄
道
建
設
費
は
四
五
年
の
二
倍
増
、
四
六
年
の
四

五
％
増
に
膨
れ
あ
が
り
、
同
年
一
月
に
敷
設
中
の
線
路
が
一
五
四
〇
キ
ロ
、
新
規

に
認
可
さ
れ
た
路
線
が
八
七
三
キ
ロ
も
あ
っ
た
。
そ
の
前
年
に
は
ル
・
ク
ル
ー
ゾ

製
鉄
所
が
資
本
金
を
五
〇
〇
万
フ
ラ
ン
に
増
資
し
た
だ
け
で
な
く
、
ド
カ
ズ
ヴ
ィ

ル
製
鉄
所
が
高
炉
二
基
を
増
設
し
、
ロ
ワ
ー
ル
・
ア
ル
デ
ー
シ
ュ
会
社

Com
pagnie

de
la
Loire

etdu
l’Ardèch

   
                                 e  
も
増
資
に
踏
み
切
っ
て
お
り
、
こ

の
年
の
製
鉄
部
門
の
総
投
資
額
は
三
〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
に
達
し
て
い
た
。
そ
の
結

果
、
コ
ー
ク
ス
高
炉
は
四
四
年
の
六
一
炉
か
ら
七
九
炉
（
四
五
年
）、
一
〇
六
炉

（
四
六
年
）
と
急
増
し
、
パ
ド
ル
炉
に
よ
る
錬
鉄
生
産
量
も
四
四
年
の
二
〇
万
六
五

二
一
ト
ン
か
ら
二
三
万
三
七
八
三
ト
ン
（
四
五
年
）、
二
五
万
四
三
二
五
ト
ン
（
四

六
年
）
へ
と
増
え
て
い
る
。
七
月
王
政
期
の
政
府
統
計
に
よ
れ
ば
、
銑
鉄
の
一
ト

ン
当
た
り
年
間
平
均
価
格
は
四
四
年
の
一
二
八
フ
ラ
ン
か
ら
一
三
六
フ
ラ
ン
（
四

五
年
）、
一
五
三
フ
ラ
ン
（
四
六
年
）
と
推
移
し
て
お
り
、
製
鉄
会
社
の
経
営
陣

は
強
気
で
あ
っ
た
。
四
七
年
の
鉄
生
産
量
は
銑
鉄
が
四
五
年
を
三
七
％
、
四
六
年

を
一
五
％
上
回
っ
た
だ
け
で
な
く
、
錬
鉄
が
四
五
年
を
五
〇
％
、
四
六
年
を
四
九

％
上
回
り
、
軌
条
も
四
五
年
を
九
〇
％
、
四
六
年
を
六
五
％
と
そ
れ
ぞ
れ
上
回
っ

て
お
り
、
未
曾
有
の
活
況
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
八
四
七
年
、
製
鉄
業
は
に
わ
か
に
過
剰
生
産
に
陥
り
、
価
格
下

落
を
引
き
起
こ
し
た
。
サ
ン
＝
デ
ィ
ジ
エ
鉄
市
場Saint-D

idier

 
      
     
で
は
一
月
七

日
か
ら
九
月
一
六
日
ま
で
の
間
に
白
銑
が
二
〇
〇
フ
ラ
ン
か
ら
一
六
〇
フ
ラ
ン

へ
、
圧
延
鉄
が
四
〇
〇
フ
ラ
ン
か
ら
三
七
〇
フ
ラ
ン
へ
、
錬
鉄
が
四
〇
〇
フ
ラ
ン

か
ら
三
六
〇
フ
ラ
ン
へ
と
下
落
し
、
パ
リ
市
場
で
も
同
様
の
下
げ
幅
を
記
録
し

た
。
そ
し
て
製
鉄
業
の
不
振
は
鉄
道
建
設
の
停
滞
と
鉄
道
会
社
の
株
価
急
落
を
も

た
ら
し
た
。
も
と
も
と
鉄
道
建
設
の
拡
張
は
株
式
発
行
に
依
存
し
て
い
た
た
め
、

株
式
の
過
剰
発
行
が
証
券
市
場
を
逼
迫
さ
せ
て
い
た
。
ラ
フ
ィ
ッ
ト
型
銀
行
の
グ

ア
ン
金
庫
や
バ
ン
ド
ン
金
庫
は
一
月
末
に
は
鉄
道
株
担
保
貸
付
を
中
止
し
、
貸
付

先
の
株
主
に
対
し
て
株
を
売
却
し
て
貸
付
金
を
返
済
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
そ
し

て
四
月
に
入
る
と
イ
ギ
リ
ス
に
起
き
た
所
謂
「
四
月
危
機
」
を
契
機
に
英
人
株
主

が
フ
ラ
ン
ス
の
鉄
道
株
を
手
放
し
始
め
、
九
月
に
は
一
斉
に
資
本
を
引
き
上
げ
た

た
め
に
証
券
取
引
所
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
。
こ
う
し
て
証
券
市
場
の
混
迷
は
新

し
く
認
可
さ
れ
た
ば
か
り
の
一
部
鉄
道
の
資
金
調
達
を
不
可
能
に
し
、
ボ
ル
ド
ー

＝
セ
ッ
ト
鉄
道
（
四
六
年
六
月
設
立
認
可
）
や
リ
ヨ
ン
＝
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
鉄
道

（
四
七
年
一
月
設
立
認
可
）
は
株
主
総
会
で
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
産
業
革
命
の
特
徴
は
、
第
一
に
政
府
に
よ
る
手
厚

い
保
護
関
税
政
策
に
守
ら
れ
つ
つ
一
八
一
〇
年
代
に
始
ま
り
、
二
〇
年
代
以
降
に

は
絹
織
物
・
綿
織
物
な
ど
の
繊
維
工
業
か
ら
製
鉄
業
な
ど
の
重
工
業
へ
と
発
展
し

た
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
が
綿
工
業
か
ら
始
ま
り
、

石
炭
・
鉄
鋼
・
機
械
な
ど
生
産
財
生
産
部
門
に
刺
戟
を
与
え
つ
つ
徐
々
に
国
民
経

済
の
自
立
的
な
再
生
産
構
造
を
高
度
化
さ
せ
た
後
に
所
謂
｢
鉄
道
時
代
｣

railw
ay
age

     
      
を
迎
え
た
の
と
は
全
く
対
照
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ

ス
に
比
し
て
｢
相
対
的
後
進
国
｣
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
綿
工
業
中
心
の
産
業

革
命
が
本
格
化
し
た
一
八
三
〇
年
代
に
は
早
く
も
鉄
道
建
設
が
開
始
さ
れ
、
綿
工

業
と
鉄
工
業
そ
の
他
の
重
工
業
部
門
が
一
斉
に
産
業
革
命
を
推
進
し
た
と
い
う
点

が
第
二
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
第
三
に
、
ア
ル
ザ
ス
地
方
の
規
模
の
大
き
な
綿
業

資
本
が
金
融
業
者
と
結
ん
で
集
中
的
に
資
本
主
義
の
発
達
を
推
進
し
た
こ
と
も
特

徴
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
先
進
国
の
生
産
力
水
準
に
追
い
つ
く
た

め
の
唯
一
の
方
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
産
業
革
命
が
大
き
く
進
展
し
た

岡
　
﨑
　
賢
　
治

八
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四
〇
年
代
に
な
っ
て
〈
自
由
貿
易
主
義
〉
と
い
う
国
際
競
争
の
荒
波
に
巻
き
込
ま

れ
、
新
た
な
諸
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る 
。

二
　
民
衆
運
動
の
担
い
手
　
～
初
期
社
会
主
義
と
労
働
運
動
～

　
さ
て
、
ジ
ャ
ン
＝
ル
イ
・
フ
ラ
ン
ド
ラ
ンJean-Louis

Flandrin

 
                  
の
著
書

『
性
と
歴
史
』
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
度
重
な
る
禁
止
命
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
意
識
的
な
バ
ー
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
行
わ
れ
、
出
生
率
の
目
覚
ま
し
い
低
下
が
見
ら
れ
た
と
い
う 
。
と
こ
ろ
が
一

方
で
は
、
一
八
〇
一
年
に
二
七
三
五
万
人
だ
っ
た
人
口
が
一
六
年
に
三
〇
五
七
万

人
、
四
六
年
に
三
五
四
〇
万
と
増
加
し
た
と
い
う
統
計
も
あ
る
。
人
口
増
加
の
原

因
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
い
う
混
乱
を
乗
り
越
え
た
こ
と
で
経

済
が
活
性
化
し
た
こ
と
や
、
衛
生
観
念
の
普
及
で
幼
児
死
亡
率
が
低
下
し
た
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
こ
と
は
都
市
人
口
の
動
向
に
も
当
て
は
ま
り
、

一
九
世
紀
初
め
の
パ
リ
に
は
約
五
五
万
人
が
住
ん
で
い
た
が
、
一
八
三
一
年
に
七

八
万
五
八
六
二
人
、
四
一
年
に
九
三
万
五
二
六
七
人
と
急
増
し
、
五
一
年
に
は
つ

い
に
一
〇
五
万
三
二
六
二
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
巨
大
都
市
と
な
っ
て
い
る 
。

ま
た
、
パ
リ
市
内
の
住
宅
は
も
と
も
と
一
階
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
住
み
、
屋
根
裏
部

屋
に
貧
民
が
住
む
と
い
う
垂
直
的
な
階
層
化
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
頃
に
は
西
部

の
サ
ン
＝
ト
レ
ノ
街Saint-H

onoré

 
      
     
な
ど
で
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
た
め
の
豪
華
な
邸

宅
が
建
設
さ
れ
る
一
方
で
、
東
部
の
フ
ォ
ブ
ー
ル
・
サ
ン
＝
タ
ン
ト
ワ
ー
ヌ

Faubourg
St-Antoine

                   
な
ど
で
は
貧
民
が
住
む
労
働
者
街
と
な
っ
て
水
平
的
階

層
化
も
進
ん
で
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
世
紀
当
初
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
離
村
向
都
現
象
が
さ
ほ
ど
顕
著

と
は
言
え
な
か
っ
た
。
ま
た
各
都
市
内
の
事
業
所
は
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
で
、
パ

リ
や
リ
ヨ
ン
で
は
二
～
五
人
し
か
雇
用
し
て
お
ら
ず
、
工
業
化
の
進
ん
だ
ア
ル
ザ

ス
地
方
で
も
平
均
約
三
五
人
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
働
く
熟
練
労
働
者
の
多

註
⑧

註
⑨

註
⑩

く
は
一
日
三
～
四
フ
ラ
ン
ほ
ど
稼
ぎ
、
植
字
工
・
大
工
・
石
工
の
中
に
は
年
収
一

〇
〇
〇
フ
ラ
ン
に
な
る
者
も
い
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
産
業
革
命
に
伴
う
機
械

化
は
労
働
者
階
級
の
比
較
的
上
層
部
の
急
速
な
分
解
を
惹
き
起
こ
し
た
。
旧
来
の

手
工
業
的
職
人
労
働
は
次
第
に
必
要
と
さ
れ
な
く
な
り
、
彼
ら
は
よ
り
下
層
の
貧

困
労
働
者
に
落
ち
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
と
も
と
低
賃
金
で
雇
用
不

安
に
怯
え
て
い
た
家
事
奉
公
人
や
〈
プ
テ
ィ
・
メ
テ
ィ
エ
（
し
が
な
い
職
業
）〉

Petits
M
etier

        
     
と
呼
ば
れ
て
い
た
行
商
人
・
水
売
り
人
・
屑
屋
・
流
し
の
歌
手
な

ど
は
さ
ら
に
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
た
。
こ
う
し
た
生
業
に
従
事
し
て
い
た
貧
民
は

パ
リ
全
体
の
人
口
の
約
一
割
を
占
め
て
お
り
、
病
院
で
の
死
亡
者
数
で
言
え
ば
四

分
の
一
に
達
し
て
い
る
。
当
時
の
パ
リ
で
は
犯
罪
が
多
発
し
、
私
生
児
（
パ
リ
の

出
生
数
の
約
三
分
の
一
）
や
児
童
遺
棄
（
年
平
均
五
五
〇
〇
人
）、
嬰
児
殺
し
（
年

平
均
九
〇
件
以
上
）、
自
殺
（
年
約
七
〇
〇
件
）
な
ど
が
突
出
し
て
多
か
っ
た
。
ま

た
、
娼
婦
や
乞
食
、
流
浪
者
、
私
生
児
、
農
村
か
ら
の
一
時
的
流
入
者
ら
は
ガ
ル

ニgarni

 
    
と
呼
ば
れ
る
家
具
付
き
宿
泊
所
（
な
い
し
貸
部
屋
）
に
住
み
、
彼
ら
が

滞
留
す
る
ス
ラ
ム
街
は
同
時
に
肺
結
核
や
佝
僂
病
・
コ
レ
ラ
・
チ
フ
ス
の
巣
窟
で

も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
七
月
王
政
下
で
は
医
師
の
ヴ
ィ
レ
ル
メLouis

René

 
          

Villerm
é

       
 
や
パ
ラ
ン
・
デ
ュ
シ
ャ
トLouis

REne
Villerm

e

 
                 
 
ら
の
指
摘
を
受
け

て
下
水
処
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
公
衆
衛
生
政
策
と
と
も
に
、〈
社
会
的
貧
困
〉

paupérism
e

         
 
の
解
消
と
い
う
課
題
が
浮
上
し
た
。
ま
た
、
七
月
王
政
下
に
始
め

ら
れ
た
セ
ー
ヌ
県
知
事
ラ
ン
ビ
ュ
ト
ーClaude-Philibertde

Ram
buteau

 
                      
      
に

よ
る
都
心
改
造
や
「
テ
ィ
エ
ー
ル
の
壁
」
建
設
工
事
が
多
く
の
非
熟
練
労
働
者
を

パ
リ
に
招
き
寄
せ
、
事
態
を
よ
り
深
刻
化
さ
せ
た
。
そ
の
当
時
、
農
村
で
は
人
口

増
加
に
加
え
て
分
割
相
続
に
よ
る
土
地
所
有
の
細
分
化
が
進
ん
で
お
り
、
多
く
の

貧
農
た
ち
が
首
都
パ
リ
に
雇
用
の
場
を
求
め
て
移
動
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
当
時
の
労
働
環
境
は
極
め
て
悪
く
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
の
中

心
都
市
リ
ー
ル
に
お
け
る
紡
績
工
場
で
は
、
食
事
時
間
を
入
れ
て
一
日
当
た
り
一

九

フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
と
一
八
四
八
年
革
命
に
関
す
る
一
考
察
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四
～
一
五
時
間
の
長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ
、
一
八
四
七
年
時
点
の
日
給
は
男
性

が
二
フ
ラ
ン
を
少
し
超
え
る
程
度
で
、
女
性
は
そ
の
半
分
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
産
業
革
命
の
開
始
に
よ
っ
て
女
性
・
子
ど
も
と
い
う
低
賃
金
労
働
者
の
雇
用

増
加
に
加
え
て
、
農
村
か
ら
の
日
雇
い
労
働
者
の
流
入
に
よ
っ
て
労
働
市
場
が
だ

ぶ
つ
き
、
賃
金
抑
制
に
つ
な
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
う
え
労
働
立
法
も
極
め

て
貧
弱
で
、
よ
う
や
く
一
八
四
一
年
の
「
児
童
労
働
制
限
法
」
で
八
歳
未
満
児
童

の
雇
用
と
一
三
歳
未
満
児
童
の
夜
業
が
禁
止
さ
れ
た
が
、
現
実
に
は
違
反
者
に
対

す
る
摘
発
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
七
月
王
政
下
の
厳
し
い
労
働
環
境

の
な
か
で
、
主
に
建
設
関
係
の
〈
コ
ン
パ
ニ
ョ
ナ
ー
ジ
ュ
（
職
人
組
合
）〉

com
pagnonnage

   
          
が
定
期
的
な
掛
金
と
引
き
換
え
に
仕
事
の
斡
旋
や
労
働
条
件

の
交
渉
、
衣
食
住
の
世
話
、
葬
儀
代
金
の
支
払
い
な
ど
を
行
う
相
互
扶
助
的
性
格

を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
は
伝
統
的
な
ギ
ル
ド
（
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン

Corporacion

           
）
的
結
合
に
個
人
的
自
発
性
を
加
え
て
〈
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
（
生

産
協
同
組
合
）〉association

           
を
組
織
し
、
次
第
に
労
働
団
体
と
し
て
の
自
立
性
を

発
揮
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
七
月
王
政
期
の
労
働
運
動
を
研
究
し
た
ジ
ャ
ン
＝
ピ

エ
ー
ル
・
ア
ゲJean-Pierre

Aguet

 
                
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
ス
ト
ラ
イ
キ
三
八
二

件
（
パ
リ
一
一
九
件
・
リ
ヨ
ン
二
四
件
・
マ
ル
セ
イ
ユ
九
件
な
ど
）
の
内
訳
は
、

産
業
部
門
別
で
は
手
工
業
一
六
二
件
、
建
築
業
一
二
二
件
、
繊
維
業
八
二
件
、
鉱

業
・
製
鉄
一
六
件
の
順
に
多
く
、
職
種
別
で
は
紳
士
服
仕
立
工
三
〇
件
、
大
工
二

四
件
、
石
工
一
七
件
、
鉱
山
労
働
者
及
び
製
帽
工
一
五
件
、
家
具
製
造
工
一
三
件
、

石
切
り
工
一
〇
件
と
な
っ
て
お
り
、
労
働
運
動
の
主
な
担
い
手
が
新
興
の
機
械
制

工
業
に
携
わ
る
労
働
者
で
は
な
く
伝
統
的
な
手
工
業
労
働
者
だ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、
一
八
三
三
年
九
～
一
二
月
の
五
四
件
と
翌
三
四
年
一
～
四
月
の
五
件

の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
う
ち
少
な
く
と
も
二
九
件
は
一
時
的
ま
た
は
恒
常
的
な
組
織
が

関
わ
っ
て
お
り
、
建
築
労
働
者
は
「
職
人
組
合
」、
繊
維
工
業
の
仕
立
工
は
相
互

扶
助
組
合
の
形
式
を
と
る
「
職
能
組
合
」
を
結
成
し
て
い
た 
。
註
⑪

　
こ
う
し
た
貧
困
問
題
や
労
働
運
動
と
結
び
つ
い
て
一
八
三
〇
～
四
〇
年
代
に
登

場
す
る
の
が
、「
初
期
社
会
主
義
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
八
世
紀
の
重
農
主
義
者
ケ

ネ
ーQ
uesnay

 
      
や
百
科
全
書
派
の
テ
ュ
ル
ゴTurgot

 
     
が
「
な
す
に
任
せ
よ
」

laissez-faire

             
の
標
語
と
と
も
に
唱
え
た
自
由
放
任
主
義
や
「
自
助
の
原
理
」
だ

け
で
は
も
は
や
失
業
や
貧
困
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
格
差
を
拡
大
さ
せ
、
貧
困
や
無
知
を
固
定
化
し
か
ね
な
い
と
の
考
え
に

至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
社
会
的
弱
者
の
救
済
は
個
人
で
は
な
く
、
ア
ソ

シ
ア
シ
オ
ン
や
（
場
合
に
よ
っ
て
は
）
国
家
を
含
む
よ
り
大
き
な
社
会
的
結
合
体

に
し
か
為
し
得
な
い
と
判
断
し
、
産
業
を
科
学
的
に
組
織
化
す
る
こ
と
で
〈
生
産

と
消
費
〉
の
均
衡
を
図
り
、
併
せ
て
〈
富
の
分
配
〉
の
公
正
化
を
実
現
し
よ
う
と

し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
を
金
融
資
本
や
大
地
主
の
独

占
か
ら
解
放
し
、
無
秩
序
な
自
由
競
争
に
替
え
て
生
産
手
段
と
生
産
物
の
均
衡
の

と
れ
た
配
置
と
分
配
を
可
能
に
す
る
経
済
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
と
主
張
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
初
期
社
会
主
義
は
「
産
業
主
義
理
論
」
を
提
唱
し
た
サ
ン
＝
シ
モ
ン

Claude
H
enride

Rouvroy,com
te
de
Sa

        
                    
        int-Sim

on

       
  
を
始
め
と
し
て
、
カ

ト
リ
ッ
ク
的
社
会
主
義
の
祖
と
言
わ
れ
る
ビ
ュ
シ
ェPhilippe

Joseph

 
               

Benjam
in
Buchez

      
         
　
や
、
後
に
二
月
革
命
で
活
躍
す
る
ル
イ
・
ブ
ラ
ンLouis

 
     

Blanc

     
、
自
由
な
小
生
産
者
に
よ
る
相
互
扶
助
社
会
を
理
想
と
し
た
プ
ル
ー
ド
ン

Pierre
Joseph

Proudhon

                      
と
幅
広
い
が
、
こ
こ
で
は
労
働
運
動
と
の
関
係
か
ら

ビ
ュ
シ
ェ
と
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
に
注
目
し
た
い
。

　
先
ず
ビ
ュ
シ
ェ
は
、
初
め
の
う
ち
こ
そ
サ
ン
・
シ
モ
ン
派
に
属
し
て
い
た
が
、

次
第
に
労
働
者
の
主
体
性
を
重
視
す
る
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
論
に
傾
い
て
い
っ
た
。

彼
の
理
論
は
一
八
四
〇
年
九
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
ア
ト
リ
エ
』
紙
（
副
題
「
労
働

者
の
精
神
的
物
質
的
利
益
を
ま
も
る
機
関
紙
」）L'Atelier

 
        
に
結
集
し
た
印
刷
工

コ
ル
ボ
ンClaude-Anthim

e
Corbon

 
            
        
ら
職
人
・
熟
練
労
働
者
に
支
持
さ
れ
た
。

彼
ら
は
七
月
王
政
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
基
づ
く
「
レ
ッ
セ
・

岡
　
﨑
　
賢
　
治

一
〇
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フ
ェ
ー
ル
」
体
制
だ
と
批
判
し
、
労
働
者
の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
が
自
主
管
理
す
る

こ
と
で
搾
取
の
な
い
社
会
（
｢
社
会
的
共
和
国
｣
）
を
実
現
し
よ
う
と
呼
び
か
け

た
。
一
方
、『
労
働
組
織
論
』（
一
八
四
〇
年
）
を
著
し
た
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
は
、〈
競

争
＝
無
秩
序
な
生
産
〉
こ
そ
が
諸
悪
の
根
源
だ
と
し
て
民
主
国
家
に
よ
る
労
働
の

組
織
化
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
民
衆
は
普
通
選
挙
を
通
し
て
民
主
政
府
を
成

立
さ
せ
、
そ
の
政
府
が
設
け
る
「
社
会
作
業
場
」
や
職
域
ご
と
に
組
織
さ
れ
る
ア

ソ
シ
ア
シ
オ
ン
を
通
し
て
〈
生
産
の
制
御
〉
を
図
ろ
う
と
す
る
理
論
で
あ
る
。
彼

の
理
論
は
大
工
場
の
労
働
者
を
想
定
し
て
構
築
さ
れ
、
賃
金
の
絶
対
的
平
等
を
主

張
し
た
こ
と
な
ど
に
も
特
徴
が
見
ら
れ
た 
。

　
と
こ
ろ
で
一
八
三
〇
～
四
〇
年
代
初
め
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
七
九
一
年
制
定

の
「
ル
・
シ
ャ
プ
リ
エ
法
」（
労
働
者
団
結
禁
止
法
）loide
Le
Chapelier

 
                  
や

一
八
一
〇
年
公
布
の
「
刑
法
典
二
九
一
条
」
な
ど
に
よ
る
規
制
を
受
け
た
も
の
の
、

相
互
扶
助
を
目
的
と
す
る
団
体
に
つ
い
て
は
規
制
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
た
め

ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
結
成
が
相
次
い
で
い
た
。
な
か
で
も
そ
の
後
、
パ
リ
の
労
働
運

動
の
中
心
と
な
る
パ
リ
仕
立
工
博
愛
協
会Société

philanthropique
des

 
                           

ouvriers
tailleurs

de
Paris

                           
は
、
病
気
・
失
業
な
ど
の
際
の
相
互
扶
助
と
組
合

管
理
の
就
業
斡
旋
を
目
的
と
し
て
三
一
年
六
月
一
日
に
結
成
さ
れ
た
。
博
愛
協
会

結
成
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
同
年
上
半
期
の
賃
金
引
き
下
げ
で
あ
っ
た
が
、
下
半

期
に
は
再
度
の
引
き
下
げ
阻
止
に
成
功
し
、
翌
年
一
一
月
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
敢

行
し
て
七
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
を
実
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
三
三
年
一
〇
月
初
旬
、

注
文
が
殺
到
す
る
繁
忙
期
に
再
び
ス
ト
の
準
備
が
な
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
ト

に
関
す
る
集
会
は
雇
用
主
の
目
が
光
っ
て
い
た
か
ら
、
仕
事
の
な
い
日
曜
日
に
そ

れ
も
市
外
の
居
酒
屋
で
極
秘
裡
に
開
い
て
い
る
。
そ
し
て
二
〇
日
頃
、
仕
立
工
た

ち
は
経
営
者
全
員
に
礼
服
・
コ
ー
ト
類
一
着
に
つ
き
二
フ
ラ
ン
の
賃
上
げ
を
要
求

す
る
回
状
を
送
付
し
、
二
九
日
に
は
市
門
の
外
で
約
三
〇
〇
〇
人
規
模
の
集
会
を

開
い
て
全
面
的
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。
そ
の
時
、
パ
リ
の
仕
立
業
経
営
者
は

註
⑪

労
働
者
の
要
求
を
拒
否
す
る
大
規
模
経
営
者
（
業
界
の
貴
族aristocratie

du

 
               

m
étier

 
     
）
二
〇
人
余
り
と
要
求
を
受
け
入
れ
た
多
く
の
小
規
模
経
営
者
と
に
分
か

れ
た
。
純
然
た
る
経
営
者
＝
企
業
家
で
あ
る
前
者
は
前
年
の
ス
ト
後
に
労
働
者
の

要
求
に
譲
歩
し
な
い
こ
と
、
違
反
者
に
は
一
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
罰
金
を
課
す
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
、
ス
ト
発
生
後
た
だ
ち
に
会
合
を
開
い
て
ス
ト
指
導
者
を

告
訴
す
る
た
め
の
シ
ュ
ワ
ル
ツSchw

artz

 
   
    
委
員
会
を
結
成
し
た
。
一
方
、
賃
上

げ
を
受
け
入
れ
た
後
者
は
他
の
多
く
の
手
工
業
者
と
同
じ
く
自
ら
も
働
く
直
接
生

産
者
だ
っ
た
か
ら
、
独
自
の
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
労
働
者
と
の
共
同

組
織
を
結
成
し
た
。
こ
の
労
使
共
同
組
織
は
労
使
の
相
互
理
解
・
相
互
協
力
を
謳

う
規
約
を
設
け
、
具
体
的
に
は
救
済
基
金
の
設
立
、
労
働
と
雇
用
に
関
す
る
需
給

調
整
な
ど
労
使
協
調
路
線
を
選
択
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
対

象
と
な
っ
た
の
は
仕
立
工
た
ち
の
要
求
を
拒
ん
だ
大
規
模
経
営
者
だ
け
で
あ
る
。

職
場
放
棄
し
た
仕
立
工
た
ち
は
隊
列
を
組
ん
で
各
作
業
場
を
訪
れ
て
説
得
す
る

〈l'em
bauchage

    
        
〉
を
行
い
、
既
に
建
築
労
働
者
の
「
職
人
組
合
」
が
採
用
し
て
い
た

立
入
禁
止m

ise
en
interdit

 
               
と
い
う
戦
術
で
大
規
模
経
営
者
か
ら
労
働
力
を
奪
っ

た
。
ま
た
、
ス
ト
全
体
の
指
導
は
グ
リ
ニ
ョ
ン
委
員
長G

rignon

 
      
を
中
心
と
す
る

計
五
名
の
行
動
委
員
会com

m
ission

d’action

   
 
               
が
行
い
、
第
四
区
の
グ
ル
ネ
ル
・

サ
ン
・
ト
レ
ノ
通
り
一
三
番
地
の
居
酒
屋
に
設
置
さ
れ
た
。
彼
ら
は
ス
ト
参
加
者

を
二
〇
人
ご
と
の
班
に
編
制
し
、
パ
リ
仕
立
工
組
合
議
長
ト
ロ
ン
サ
ンTronsi

 
     n  

を
中
心
に
プ
レ
シ
ェ
ー
ル
通
り
の
居
酒
屋
と
契
約
し
て
シ
チ
ュ
ー
と
ワ
イ
ン
の
食

券
を
配
付
す
る
食
糧
保
障
体
制
も
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
約
八
〇
〇
〇
～
一
〇
〇

〇
〇
人
に
膨
れ
あ
が
っ
た
ス
ト
参
加
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
継
続
す
る
た
め
に
は
多

く
の
闘
争
資
金
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
組
合
か
ら
の
約
八
〇
〇
フ
ラ
ン

に
加
え
て
集
会
参
加
者
か
ら
の
拠
出
金
、
集
会
当
日
に
仕
事
に
就
い
て
い
た
労
働

者
か
ら
の
六
一
九
フ
ラ
ン
を
合
わ
せ
て
約
二
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
確
保
し
た
だ
け
で

な
く
、
行
動
委
員
や
協
同
作
業
所Atelier

N
ational

 
        
       
責
任
者
に
は
二
～
四
・
五

一
一

フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
と
一
八
四
八
年
革
命
に
関
す
る
一
考
察
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フ
ラ
ン
の
日
当
が
支
払
わ
れ
て
お
り
、
既
に
専
従
制
度
が
成
立
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
グ
リ
ニ
ョ
ン
委
員
長
は
四
頁
の
小
冊
子
を
発
行
し
て
閑
職
期
と
不
慮
の

事
故
に
備
え
う
る
賃
金
の
獲
得
、
健
康
と
教
育
に
必
要
な
休
息
時
間
の
確
保
、
雇

用
主
と
の
平
等
で
自
立
し
た
関
係
の
構
築
と
い
う
労
働
運
動
の
方
向
性
を
示
し
た

が
、
特
に
第
三
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
彼
ら
仕
立
工
は
た
だ
単
に
裁
断
や

縫
製
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
布
地
の
質
や
価
格
、
モ
ー
ド
の
変
化
に
関
す
る
知
識

が
求
め
ら
れ
る
熟
練
労
働
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
規
模
な
仕
事
場
す
な
わ
ち
一

流
店
の
場
合
は
裁
断
工
が
ど
の
よ
う
な
紳
士
服
を
作
る
か
を
決
定
し
、
職
工
長
が

生
産
全
体
の
指
揮
を
と
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
仕
立
工
た
ち
は
原
料
価
格
や

販
売
価
格
な
ど
に
つ
い
て
も
熟
知
し
て
お
り
、
経
営
者
の
利
潤
蓄
積
は
偏
に
「
自

分
た
ち
の
労
働
」
に
負
っ
て
い
る
と
知
る
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
ス
ト
参
加

者
は
富
裕
者
か
ら
の
慈
悲
で
は
な
く
、
自
ら
の
労
働
の
対
価
と
し
て
「
支
払
わ
れ

る
べ
き
賃
金
」
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
「
人
間
と
し
て
の
尊
厳
」

を
取
り
戻
す
た
め
の
主
張
で
も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
一
九
世
紀
初
め
の
パ
リ
に

お
い
て
は
就
業
の
可
否
か
ら
労
働
条
件
に
至
る
ま
で
全
て
の
決
定
権
は
雇
用
主
に

あ
り
、
労
働
者
の
「
生
存
」
は
雇
用
主
の
恣
意
的
判
断
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
生
産
技
術
に
加
え
て
流
通
・
販
売
に
関
す

る
知
識
を
も
習
得
し
た
労
働
者
た
ち
は
「
資
本
」
さ
え
あ
れ
ば
雇
用
主
な
し
で
も

経
営
が
可
能
だ
と
気
づ
い
て
い
た
。
そ
し
て
一
一
月
四
日
、
彼
ら
は
組
合
の
救
済

基
金
の
一
部
と
五
％
の
利
子
付
株
式
の
発
行
に
よ
っ
て
設
立
資
金
を
調
達
し
、
サ

ン
・
ト
レ
ノ
通
り
九
九
番
地
に
念
願
の
協
同
作
業
所
を
開
設
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
委
員
会
の
告
訴
を
受
け
た
警
察
が
六
日
、
一
五
日
、
二
〇
日

と
相
次
ぐ
家
宅
捜
査
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
壊
滅
に
追
い
込
ん
だ
。
逮
捕
者
は
延
べ
二

〇
〇
人
以
上
に
及
び
、
裁
判
所
は
社
会
秩
序
を
乱
し
た
と
し
て
グ
リ
ニ
ョ
ン
を
懲

役
五
年
及
び
観
察
処
分
五
年
、
ト
ロ
ン
サ
ン
を
懲
役
三
年
と
い
う
厳
罰
に
処
し
て

い
る
。
パ
リ
の
仕
立
工
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
ル
ー
ア
ン
、
オ
ル
レ
ア
ン
、
ト
ゥ
ー
ル
、

ア
ン
ジ
ェ
、
ナ
ン
ト
、
リ
モ
ー
ジ
ュ
、
リ
ヨ
ン
な
ど
フ
ラ
ン
ス
各
地
に
飛
び
火
し

た
が
、
そ
の
背
後
に
は
パ
リ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
姿
が
あ
り
、

彼
ら
は
組
合
結
成
と
ス
ト
の
組
織
化
を
誘
導
し
て
い
る
。

　
一
方
そ
の
頃
、
政
府
の
弾
圧
を
受
け
て
弱
体
化
し
た
反
政
府
派
の
一
部
は
結
社

を
急
い
で
い
た
。
三
〇
年
六
月
に
結
成
さ
れ
た「
人
民
の
友
」Société

des
Am
is

              
   

du
peuple

         
は
三
一
年
に
発
生
し
た
リ
ヨ
ン
蜂
起
を
支
持
し
、
三
三
年
一
〇
月
に

「
人
間
の
権
利
協
会
」と
し
て
再
結
成
し
た
。
彼
ら
は
公
平
な
分
配
や
累
進
課
税
制

度
を
要
求
し
た
だ
け
で
な
く
、
普
通
選
挙
に
よ
る
単
一
国
民
議
会
の
創
設
を
提
唱

し
、
一
時
は
熟
練
労
働
者
を
中
心
に
約
三
〇
〇
〇
人
の
参
加
を
得
た
。
小
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
層
と
労
働
者
の
間
に
〈
指
導
と
同
盟
〉
の
関
係
が
誕
生
し
つ
つ
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
新
た
な
動
向
に
危
険
な
臭
い
を
嗅
ぎ
取
っ
た
第
一
次
ス
ー
ル
ト
内
閣

N
icolas

Jean-de-D
ieu
Soul

 
                
        t  
（
在
任
一
八
三
二
～
三
四
）
は
、
三
四
年
三
月

に
「
刑
法
典
二
九
一
条
」
の
罰
則
規
定
を
強
化
し
、
四
月
一
〇
日
に
は
「
結
社
法
」

を
制
定
し
て
団
体
の
事
前
許
可
制
を
定
め
た
。
し
か
し
同
日
、
リ
ヨ
ン
で
再
び
人

間
の
権
利
協
会
リ
ヨ
ン
支
部
と
提
携
し
た
労
働
者
の
同
業
組
合
が
軍
隊
・
国
民
軍

と
衝
突
し
、
市
街
戦
に
発
展
し
て
い
る
。
こ
の
蜂
起
は
ま
も
な
く
鎮
圧
さ
れ
た

が
、
労
働
争
議
は
サ
ン
＝
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
、
ア
ル
ボ
ア
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
、
マ
ル

セ
イ
ユ
な
ど
に
も
波
及
し
た
。
そ
し
て
一
三
日
、
パ
リ
で
も
人
間
の
権
利
協
会
を

中
心
と
す
る
約
四
〇
〇
人
が
サ
ン
＝
メ
リ
地
区Saint-M

erry

 
      
    
の
ボ
ー
ブ
ー
ル

街
・
ト
ラ
ン
ス
ノ
ナ
ン
街
・
ウ
ル
ル
街
な
ど
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
い
て
蜂
起
し
た

が
、
翌
一
四
日
に
は
正
規
軍
・
国
民
軍
約
四
万
が
集
中
砲
火
を
浴
び
せ
て
労
働
者

た
ち
を
皆
殺
し
に
し
た（
ト
ラ
ン
ス
ノ
ナ
ン
街
の
虐
殺
）。
政
府
は
全
国
の
労
働
者

蜂
起
を
軍
隊
と
国
民
軍
の
力
に
よ
っ
て
抑
え
込
み
、
約
二
〇
〇
〇
人
の
逮
捕
者
を

だ
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
政
府
の
激
し
い
弾
圧
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
運
動
は
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
地
方
や
ロ
ワ
ー
ル
川
流
域
、
ボ
ル
ド
ー
地
方
や
南
部
な
ど
広
範
囲
に
亘
っ
て

岡
　
﨑
　
賢
　
治

一
二
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密
か
に
継
続
さ
れ
、
三
七
年
二
月
二
〇
日
、
ナ
ン
ト
の
仕
立
工
組
合
が
家
宅
捜
査

を
受
け
た
際
に
は
仕
立
工
博
愛
協
会Société

philanthropique
des

 
                           

ouvriers
Tailleurs

                  
と
い
う
全
国
三
〇
県
に
ま
た
が
る
連
合
組
織
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
連
合
組
織
は
五
つ
の
セ
ン
タ
ー
都
市（
マ
ル
セ
イ
ユ
、

ボ
ル
ド
ー
、
ナ
ン
ト
、
ト
ゥ
ー
ル
、
レ
ン
ヌ
）
が
周
辺
地
域
を
指
導
す
る
体
制
が

整
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
全
国
規
模
の
職
能
組
織
の
存
在
は
、
建
築
労
働

者
な
ど
の
「
職
人
組
合
」
と
仕
立
工
博
愛
協
会
以
外
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
谷
川
稔
氏
に
よ
れ
ば
、「
職
人
組
合
」
の
若
い
労
働
者
は
技
能

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
「
遍
歴
の
旅
」tour

de
France

 
             
を
経
験
す
る
慣
習
が
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
全
国
的
連
絡
網
を
作
る
の
に
役
立
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
既

製
服
の
な
い
時
代
に
お
け
る
紳
士
服
は
今
日
で
は
想
像
も
出
来
な
い
ほ
ど
高
額
な

商
品
で
あ
り
、
そ
れ
を
作
り
出
す
仕
立
工
に
は
熟
練
し
た
技
術
が
要
求
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
服
飾
産
業
の
中
心
地
パ
リ
は
地
方
の
仕
立
工
に
と
っ
て
は
憧
れ
の

遍
歴
都
市
で
あ
り
、
地
方
都
市
で
も
パ
リ
仕
立
工
博
愛
協
会
と
同
様
の
規
約
を
持

つ
組
合
が
結
成
さ
れ
る
と
、
鉄
道
網
の
整
備
と
と
も
に
情
報
が
拡
散
し
て
瞬
く
間

に
全
国
的
組
織
に
発
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
そ
の
後
、
一
八
三
九
～
四
三
年
や
四
七
年
に
も
労
働
争
議
が
発
生
し
た
。
四

〇
年
二
月
、
警
視
庁
は
労
働
者
手
帳
を
持
た
な
い
労
働
者
に
対
し
て
裁
判
所
に
出

頭
す
る
よ
う
命
じ
た
が
、
二
九
日
、
裁
判
所
は
刑
法
に
刑
事
罰
規
定
が
な
い
こ
と

か
ら
こ
の
布
告
を
無
効
と
断
じ
た
。
四
月
に
入
っ
て
仕
立
工
た
ち
が
賃
上
げ
を
要

求
し
て
再
び
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
が
、
六
月
二
日
経
営
者
の
団
体
で
あ
る
パ

リ
仕
立
業
者
博
愛
協
会Société

philanthropique
des
M
aîitres

 
                            
       

Tailleurs

           

de
Paris

        
が
労
働
者
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て
労
働
者
手
帳
の
携
帯
を
義
務
づ
け
た

こ
と
が
ス
ト
の
規
模
拡
大
に
繋
が
っ
た
。
そ
の
時
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
派
の
『
ナ

シ
オ
ナ
ル
』
紙
が
七
月
九
日
号
で
裁
判
所
の
決
定
を
引
用
し
て
経
営
者
団
体
を
批

判
し
、
紛
争
解
決
の
た
め
に
は
労
使
同
数
の
合
同
委
員
会
設
置
が
必
要
と
呼
び
か

け
て
両
者
の
受
諾
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
八
月
五
日
・
一
九
日
と
労
働
者
側
の

代
表
が
逮
捕
さ
れ
、
八
月
末
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
そ
の
も
の
が
終
結
し
て
い
る
。
指

導
者
ト
ロ
ン
サ
ン
は
懲
役
五
年
と
観
察
処
分
一
〇
年
、
ス
イ
ロ
ーSuireau

 
      
は
懲

役
三
年
と
観
察
処
分
五
年
と
厳
し
い
処
分
を
受
け
て
い
る
。
だ
が
、
経
営
者
側
も

労
働
者
手
帳
の
導
入
撤
回
を
受
け
入
れ
、
賃
上
げ
に
も
同
意
し
た
ふ
し
が
あ
る
。

　
ま
た
、
四
三
年
に
は
印
刷
工
組
合
が
労
使
調
停
委
員
会
の
設
置
と
こ
れ
に
よ
る

賃
金
表
の
作
成
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
活
版
印
刷
業
は
比
較
的
大
規
模
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
労
働
者
の
団
結
が
容
易
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
こ
と
は
前
述
の

建
築
労
働
者
や
新
興
工
業
業
都
市
の
労
働
者
に
も
当
て
は
ま
る
。
と
こ
ろ
が
、
前

述
の
紳
士
服
仕
立
工
た
ち
の
仕
事
場
は
せ
い
ぜ
い
二
〇
～
六
〇
人
程
度
の
小
規
模

な
も
の
で
あ
る
。
三
三
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
際
に
発
行
さ
れ
た
カ
ベ
ー
派

Étienne
Cabe

            
（
共
和
主
義
者
）
の
出
版
物
に
は
独
身
仕
立
工
の
年
間
必
要
生
活

費
は
一
一
七
九
フ
ラ
ン
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
賃
上
げ
が
実
現
し
た

と
し
て
も
一
一
一
一
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
仕
立
工
た
ち
は
生
活
苦

と
い
う
止
む
に
や
ま
れ
ぬ
事
情
か
ら
ス
ト
に
踏
み
切
っ
た
が
、（
グ
リ
ニ
ョ
ン
委

員
長
の
よ
う
な
組
合
幹
部
は
別
と
し
て
）
彼
ら
の
多
く
は
労
働
者
と
し
て
の
理
論

や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
じ
職
場
内
で
築
き
あ
げ
た

「
人
的
結
合
関
係
」を
頼
り
に
争
議
に
突
入
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
喜
安
朗
氏
は
労

働
者
の
運
動
の
活
力
と
し
て
「
労
働
の
場
を
含
む
労
働
者
の
生
活
圏
」
の
在
り
方

に
着
目
し
て
「
労
働
者
の
人
的
結
合
関
係
の
強
さ
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
よ
り
簡

単
に
言
え
ば
、
日
夜
同
じ
職
場
で
苦
楽
を
と
も
に
し
て
き
た
労
働
者
た
ち
の
「
仲

間
意
識
」
が
彼
ら
の
精
神
を
突
き
動
か
し
た
の
で
は
な
い
か
。
一
八
三
〇
～
四
〇

年
代
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
労
働
者
の
組
織
化
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
、
ア
グ
リ
コ

ル
・
ペ
ル
デ
ィ
ギ
エAgricolPerdiguier

 
                 
や
フ
ロ
ー
ラ
・
ト
リ
ス
タ
ンFlora

 
     

Tristan

       
な
ど
が
『
ア
ト
リ
エ
』
紙
を
通
し
て
労
働
者
の
団
結
と
全
国
組
織
の
必

要
性
を
訴
え
始
め
た
段
階
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
企
業
家
は
も
と
よ
り
行
政

一
三

フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
と
一
八
四
八
年
革
命
に
関
す
る
一
考
察
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当
局
も
労
働
争
議
の
交
渉
相
手
と
し
て
労
働
団
体
を
認
め
よ
う
と
は
し
な
い
ば
か

り
か
、
労
働
者
・
貧
民
の
〈
貧
困
と
犯
罪
〉
を
同
一
視
し
て
い
た 
。

三
　
第
二
共
和
政
の
成
立
　
～
二
月
革
命
～

　
さ
て
、
一
九
世
紀
半
ば
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
八
四
五
年
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
翌

年
の
小
麦
・
ラ
イ
麦
と
深
刻
な
不
作
が
続
き
、
四
七
年
春
に
は
穀
物
価
格
が
従
来

の
三
倍
に
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
の
結
果
、
都
市
の
民
衆
は
毎
日
の
食
事
代
に
も
事

欠
く
有
様
で
、
衣
服
な
ど
日
用
品
の
買
い
控
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

人
々
は
そ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
一
連
の
農
業
危
機
が
商
工
業
危
機
に
連
動
す
る

〈
旧
型
恐
慌
〉が
ま
た
発
生
し
た
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
フ
ラ
ン

ス
経
済
史
上
初
と
な
る
〈
過
剰
生
産
恐
慌
〉
が
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
く

つ
か
の
鉄
道
建
設
事
業
は
、
敷
設
停
止
に
追
い
込
ま
れ
て
七
五
万
人
の
失
業
者
を

だ
し
た
。
ま
た
、
石
炭
産
業
で
は
約
二
〇
％
が
人
員
削
減
し
、
鉱
業
の
三
五
％
、

木
綿
工
業
の
三
分
の
一
が
減
産
を
強
い
ら
れ
た
。
特
に
季
節
労
働
者
に
頼
っ
て
い

た
建
築
部
門
は
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
副
収
入
源
の
断
た
れ
た
貧
農
た
ち
は

都
市
の
貧
民
窟
に
潜
り
込
む
し
か
な
か
っ
た
。
危
機
は
金
融
業
に
も
広
が
り
始

め
、
銀
行
取
り
付
け
騒
ぎ
が
起
き
、
地
方
の
小
規
模
銀
行
や
貯
蓄
金
庫
は
破
産
に

追
い
込
ま
れ
た
。
こ
う
し
て
全
国
各
地
で
穀
物
輸
送
車
や
パ
ン
屋
へ
の
襲
撃
、
労

働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
が
発
生
す
る
。
と
り
わ
け
日
雇
農
（
農
業
労
働
者
）
の

多
い
地
方
で
は
騒
擾
が
頻
発
し
、
四
七
年
一
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
中
部
の
ビ
ュ
ザ
ン

セBuzancais

 
        
（
ア
ン
ド
ル
県
）
で
は
蜂
起
し
た
民
衆
が
三
日
間
に
わ
た
っ
て
町

を
支
配
し
、
軍
隊
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
る
ま
で
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
で
祝
っ
た
と
い

う
。
一
方
、
こ
の
頃
に
は
つ
い
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
り
わ
け
僅
か
な
生
産
手
段
し
か

持
た
な
い
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワPetite

bourgeoisie

 
                 
も
無
能
な
政
府
に
対
す
る
批
判

の
声
を
あ
げ
始
め
て
い
る
。
ま
た
当
時
は
、
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌAlphonse

de

 
           

Lam
artine

   
      
、
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ュ
レJules

M
ichelet

 
      
       
ら
が

註
⑫

フ
ラ
ン
ス
革
命
史
に
関
す
る
著
書
を
出
版
し
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
か
、
知
識
人
の

間
に
は
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
や
第
一
共
和
政
に
対
す
る
再
評
価
の
気
運
が
高
ま
り
、
次

第
に
共
和
主
義
の
支
持
者
が
増
え
始
め
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
急
激
な
変
化
の
中
で
政
権
を
担
当
し
た
の
が
ギ
ゾ
ー
首
相

François
Pierre

G
uillaum

e
G
uizot

                 
       
   
     
（
在
任
一
八
四
七
～
四
八
）で
あ
る
。
四

六
年
八
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
は
制
限
選
挙
制
度
を
巧
み
に
利
用
し
て
政

府
与
党
（
ギ
ゾ
ー
派
）
が
二
九
一
議
席
を
獲
得
し
、
反
政
府
派
一
六
八
議
席
を
圧

倒
し
た
。
し
か
し
、
非
常
事
態
に
対
す
る
ギ
ゾ
ー
首
相
の
対
策
は
極
め
て
緩
慢
で

あ
り
、
窮
乏
し
た
農
業
労
働
者
や
都
市
労
働
者
、
職
の
な
い
浮
浪
者
へ
の
援
助
を

渋
り
、
外
国
産
小
麦
の
緊
急
輸
入
は
巨
額
の
財
政
赤
字
を
惹
き
起
こ
し
た
だ
け
で

あ
っ
た
。
一
方
で
ギ
ゾ
ー
政
権
は
、
軍
備
増
強
や
パ
リ
要
塞
化
工
事
、
鉄
道
建
設

の
た
め
に
は
三
億
五
〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
も
の
公
債
を
発
行
し
、
鉄
道
会
社
へ
の
資

金
援
助
な
ど
を
強
行
し
た
。
こ
れ
ら
の
財
政
政
策
は
、
い
ず
れ
も
公
債
発
行
の
引

き
受
け
手
で
あ
る
金
融
貴
族
に
莫
大
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
こ
の
財
政

を
支
え
た
の
が
地
租
の
増
収
と
間
接
税
収
入
で
あ
る
。
四
六
年
の
歳
入
一
三
億
フ

ラ
ン
の
う
ち
八
億
フ
ラ
ン
が
間
接
税
収
入
で
あ
っ
た
が
、
選
挙
権
を
有
し
な
い
貧

し
い
農
民
や
労
働
者
に
過
重
な
負
荷
を
か
け
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ギ

ゾ
ー
政
権
は
〈
金
融
貴
族
の
王
朝
〉
と
言
わ
れ
た
七
月
王
政
の
中
で
も
典
型
的
な

金
権
政
治
を
展
開
し
、
制
限
選
挙
に
固
執
し
た
。
ギ
ゾ
ー
首
相
は
普
通
選
挙
の
要

求
に
対
し
て
「
働
い
て
金
持
ち
に
な
り
た
ま
え
。
そ
う
す
れ
ば
諸
君
は
有
権
者
に

な
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
答
え
て
拒
否
し
て
い
る
。

　
さ
て
四
七
年
春
、
議
会
で
反
政
府
派
の
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
エ
・
ド
・
オ
ー
ラ
ン
ヌ

D
uvergier

de
H
auranne

 
             
       
が
提
出
し
た
選
挙
制
度
改
革
案
が
例
年
通
り
否
決

さ
れ
る
と
、
七
月
に
は
法
網
を
潜
り
抜
け
る
た
め
に
会
食
の
形
を
と
っ
て
集
会
を

開
く
｢
改
革
宴
会
」Banquets

 
       
の
運
動
が
開
始
さ
れ
た
。
七
月
王
政
の
下
、
オ

デ
ィ
オ
ン
・
バ
ロO

dilon
Barrot

 
            
や
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
ら
の
野
党
議
員
は
選
挙

岡
　
﨑
　
賢
　
治

一
四
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制
度
改
革
や
議
会
改
革
の
た
め
に
は
共
和
派
と
の
共
闘
が
必
要
と
判
断
し
、
マ
ラ

ス
トArm

and
M
arrast

 
  
     
      
が
主
宰
す
る
『
ナ
シ
オ
ナ
ル
』
紙
に
結
集
し
た
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
共
和
派
も
こ
れ
に
呼
応
し
た
。
彼
ら
は
改
革
宴
会
で
は
選
挙
改
革
に
限
っ

た
議
論
を
行
う
こ
と
を
約
束
し
、
こ
の
運
動
が
社
会
改
革
に
は
踏
み
込
ま
な
い
よ

う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
七
月
九
日
、
パ
リ
の
シ
ャ
ト
ー
・
ル
ー
ジ
ュ

Château
Rouge

             
で
開
か
れ
た
改
革
宴
会
は
前
年
の
選
挙
で
反
政
府
派
を
支
援

し
た
「
セ
ー
ヌ
県
選
挙
人
中
央
委
員
会
」
主
導
の
下
で
開
か
れ
、
選
挙
権
を
持
つ

約
一
二
〇
〇
人
が
会
費
一
〇
フ
ラ
ン
を
支
払
っ
て
参
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
六

日
に
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
が
マ
コ
ン
で
改
革
宴
会
を
開
い
た
後
は
急
速
に
全
国
各
地

へ
と
拡
散
し
、
八
月
八
日
（
コ
ル
マ
ル
宴
会
）
か
ら
一
一
月
七
日
（
リ
ー
ル
宴
会
）

ま
で
の
間
に
合
計
二
二
回
の
宴
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
全
国
に
約
七
〇
の

宴
会
が
組
織
さ
れ
、
自
由
主
義
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
中
心
に
約
二
万
二
〇
〇
〇
人

が
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
後
に
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
シ
ャ
ル
ル
・
ド

レ
ク
リ
ュ
ー
ズLouis

Charles
D
elescluze

 
              
         
が
代
議
士
ル
ド
リ
ュ
・
ロ
ラ
ン

Alexandre
Auguste

edru-Rollin

                             
を
出
席
さ
せ
た
北
部
工
業
都
市
リ
ー
ル
の

改
革
宴
会
に
は
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
派
や
急
進
派
だ
け
で
な
く
、
普
通
選
挙
権
を

要
求
す
る
労
働
者
大
衆
が
参
加
し
た
こ
と
で
急
速
に
先
鋭
化
し
た
。
や
が
て
運
動

の
主
導
権
は
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
派
が
握
り
、『
レ
フ
ォ
ル
ム
』
紙
を
拠
点
と
す
る

急
進
派
も
こ
れ
を
機
に
積
極
的
に
運
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
月
二
一

日
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
で
開
か
れ
た
宴
会
に
は
一
〇
〇
〇
～
一
三
〇
〇
人
が
参
加
し
、

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ア
ラ
ゴÉtienne

VincentArago

 
                    
や
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
、
フ
ェ

ル
デ
ィ
ナ
ン
・
フ
ロ
コ
ンFerdinand

Flocon

 
               
、
そ
し
て
ル
ド
リ
ュ
・
ロ
ラ
ン
が

演
説
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
二
月
一
九
日
、
フ
ラ
ン
ス
中
央
部
の
シ
ャ
ロ
ン
＝

シ
ュ
ル
＝
ソ
ー
ヌ
に
お
け
る
宴
会
で
は
つ
い
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
派
へ
の
批
判
が

噴
出
し
た
。
し
か
し
、
改
革
宴
会
運
動
の
中
心
に
い
た
王
政
派
の
政
治
家
は
あ
く

ま
で
も
議
会
改
革
の
一
貫
と
み
な
し
て
お
り
、
労
働
者
大
衆
の
運
動
と
は
一
線
を

画
し
て
い
た
。
一
方
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
派
＝
急
進
派
や
労
働
者
大
衆
の
ア
ピ
ー

ル
に
強
く
反
応
し
た
の
は
、
パ
リ
の
国
民
軍
兵
士
で
あ
っ
た
。
一
八
四
〇
年
代
後

半
の
不
況
、
貧
困
に
対
し
て
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
な
い
ば
か
り
か
、
金
融
貴
族

と
結
託
し
て
改
革
を
先
送
り
し
て
い
る
ギ
ゾ
ー
政
権
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
の
で

あ
る
。
特
に
国
民
軍
内
の
士
官
や
下
士
官
を
選
挙
で
決
め
て
い
た
彼
ら
に
と
っ

て
、
代
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
認
め
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
を
募
ら
せ
て
い
た
。

　
さ
て
一
八
四
八
年
一
月
二
日
、
カ
ル
テ
ィ
エ
・
ラ
タ
ン
に
あ
る
コ
レ
ー
ジ
ュ
・

ド
・
フ
ラ
ン
スCollège

de
France

 
                
で
は
前
年
に
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
』
を
著

し
た
ば
か
り
の
ミ
シ
ュ
レ
教
授
の
講
義
が
政
府
の
圧
力
で
禁
止
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス

中
部
の
リ
モ
ー
ジ
ュ
で
開
か
れ
た
改
革
宴
会
で
は
乾
杯
の
際
に
「
人
民
主
権
、
労

働
の
組
織
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
平
穏
に
関
す
る
問
題
、
普
通
選
挙
、
人
民
」
な
ど

に
捧
げ
ら
れ
た
。
だ
が
、
改
革
宴
会
運
動
の
主
唱
者
オ
デ
ィ
オ
ン
・
バ
ロ
ら
は
運

動
の
急
進
化
を
怖
れ
て
パ
リ
な
ど
で
は
開
催
し
な
い
心
づ
も
り
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
パ
リ
で
最
も
貧
し
い
街
区
と
言
わ
れ
て
い
た
第
一
二
区
の
国
民
軍
兵
士
た

ち
が
開
催
を
決
め
た
こ
と
で
政
界
に
激
震
が
走
っ
た
。
何
故
な
ら
国
民
軍
が
政
治

に
関
与
す
る
こ
と
は
一
八
三
一
年
三
月
二
二
日
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
固
く
禁
じ

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一

月
一
四
日
、
ギ
ゾ
ー
政
権
は
パ
リ
に
お
け
る
改
革
宴
会
を
禁
止
す
る
と
発
表
し

た
。
一
方
、
改
革
宴
会
運
動
を
推
進
し
て
き
た
議
員
一
〇
七
名
は
二
月
一
三
日
、

マ
ド
レ
ー
ヌ
広
場
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
集
合
し
て
「
二
月
二
二
日
に
シ
ャ
ン
・

ゼ
リ
ゼ
で
開
く
」
こ
と
を
決
め
、
宴
会
を
自
ら
の
統
制
下
に
置
こ
う
と
し
た
。
そ

し
て
二
一
日
朝
に
は
『
ナ
シ
オ
ナ
ル
』
紙
が
マ
ラ
ス
ト
の
宣
言
文
を
掲
載
し
て
翌

二
二
日
の
抗
議
行
動
を
呼
び
か
け
た
が
、
政
府
は
直
ち
に
こ
の
示
威
行
動
も
禁
止

し
た
。
一
方
、
ギ
ゾ
ー
政
権
の
強
硬
姿
勢
に
怖
れ
を
な
し
た
野
党
議
員
た
ち
は
抗

議
表
明
を
出
す
に
と
ど
め
て
街
頭
デ
モ
へ
の
参
加
を
見
合
わ
せ
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

一
五

フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
と
一
八
四
八
年
革
命
に
関
す
る
一
考
察
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共
和
派
も
同
日
『
レ
フ
ォ
ル
ム
』
紙
の
事
務
所
に
お
け
る
緊
急
会
合
で
善
後
策
を

相
談
し
た
。
そ
の
時
、
初
期
社
会
主
義
者
の
一
人
コ
ー
シ
デ
ィ
エ
ー
ル

Caussidière

           
は
蜂
起
準
備
を
主
張
し
た
が
、
ル
ド
リ
ュ
・
ロ
ラ
ン
や
ル
イ
・
ブ

ラ
ン
は
反
対
意
見
を
述
べ
、
結
局
は
様
子
見
を
決
め
込
ん
だ
。
彼
ら
が
こ
の
決
定

的
な
瞬
間
に
態
度
を
保
留
し
た
こ
と
で
、
翌
日
か
ら
の
街
頭
デ
モ
の
主
導
権
は
既

存
の
政
治
家
た
ち
か
ら
離
れ
て
パ
リ
の
民
衆
、
と
り
わ
け
労
働
者
大
衆
の
手
に

移
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
二
二
日
朝
に
は
カ
ル
テ
ィ
エ
・
ラ
タ
ン
か
ら
学
生
が
、
ま
た
場
末
町
の

フ
ォ
ブ
ー
ル
・
サ
ン
＝
タ
ン
ト
ワ
ー
ヌ
や
ベ
ル
ヴ
ィ
ルBelleville

 
         
か
ら
は
労
働

者
を
中
心
と
す
る
多
く
の
民
衆
が
続
々
と
マ
ド
レ
ー
ヌ
広
場
に
集
結
し
始
め
、
選

挙
法
改
正
や
ギ
ゾ
ー
政
権
打
倒
を
叫
ん
だ
。
し
か
し
、
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
政
府

側
が
介
入
を
控
え
た
た
め
に
大
き
な
混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
翌
二
三

日
に
な
る
と
政
府
に
よ
っ
て
正
規
軍
が
配
備
さ
れ
、
国
民
軍
も
非
常
召
集
さ
れ
た

が
、
多
く
の
国
民
軍
が
改
革
を
支
持
し
て
反
ギ
ゾ
ー
政
権
の
立
場
を
表
明
し
た
こ

と
で
状
況
が
一
変
し
た
。
七
月
王
政
の
秩
序
維
持
装
置
で
あ
っ
た
国
民
軍
が
本
来

の
機
能
を
し
な
く
な
っ
た
こ
と
で
勢
い
づ
い
た
民
衆
は
、
｢
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ

を
倒
せ
」「
共
和
政
万
歳
」
を
叫
ん
で
憲
兵
隊
と
衝
突
し
た
。
特
に
か
つ
て
フ
ラ

ン
ス
革
命
勃
発
の
際
に
最
初
の
民
衆
騒
動
が
発
生
し
た
地
域
で
あ
り
、
一
九
世
紀

に
な
っ
て
も
指
物
業
や
家
具
・
室
内
装
飾
業
の
仕
事
場
が
密
集
し
て
い
た
フ
ォ

ブ
ー
ル
・
サ
ン
＝
タ
ン
ト
ワ
ー
ヌ
の
職
人
や
労
働
者
た
ち
が
再
び
蜂
起
し
た
こ
と

が
大
き
か
っ
た
。
彼
ら
は
ま
ず
市
庁
舎
を
目
指
し
た
が
軍
隊
に
追
い
払
わ
れ
、
コ

ル
ド
リ
通
り
と
フ
ィ
リ
ポ
オ
通
り
の
交
差
点
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
い
た
後
、
警
視

庁
機
動
隊
や
歩
兵
部
隊
の
攻
撃
で
一
旦
は
フ
ォ
ブ
ー
ル
・
サ
ン
＝
タ
ン
ト
ワ
ー
ヌ

へ
と
引
き
返
し
た
。
そ
の
後
、
群
衆
は
武
器
・
弾
薬
を
求
め
て
第
八
区
の
区
役
所

に
押
し
か
け
、
困
惑
し
た
国
民
軍
士
官
が
ブ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ルBoulevard

 
        
や
フ
ォ

ブ
ー
ル
・
サ
ン
＝
タ
ン
ト
ワ
ー
ヌ
内
を
示
威
行
進
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
国
民

軍
の
士
官
・
下
士
官
や
兵
士
が
誘
導
す
る
デ
モ
隊
は
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
広
場
を
経
由

し
て
オ
ペ
ラ
座
近
く
の
『
ナ
シ
オ
ナ
ル
』
紙
の
事
務
所
前
に
辿
り
着
き
、
マ
ラ
ス

ト
の
「
選
挙
と
議
会
の
改
革
を
実
現
す
る
」
と
い
う
演
説
を
聴
い
た
。
国
民
軍
士

官
た
ち
は
こ
れ
で
示
威
行
動
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
踏
ん
だ
が
、
興
奮

し
た
デ
モ
隊
は
さ
ら
に
進
ん
で
ブ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
・
デ
・
キ
ャ
プ
シ
ー
ヌBl.des

 
       

Capucines

         
に
あ
る
外
務
省
へ
と
向
か
っ
た
。
国
民
軍
士
官
た
ち
に
よ
る
統
制
力

は
こ
の
時
点
で
完
全
に
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
事
態
の
急
変
に
驚
い
た
ル
イ
＝

フ
ィ
リ
ッ
プ
王Louis-Philippe

 
             
（
在
位
一
八
三
〇
～
四
八
）
は
ギ
ゾ
ー
首
相
を

更
迭
し
て
モ
レ
伯M

olé

 
   
に
組
閣
を
命
ず
る
こ
と
で
難
局
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た

が
、
組
閣
は
難
航
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
午
後
一
〇
時
頃
、
外
務
省

前
大
通
り
を
固
め
て
い
た
正
規
軍
第
一
四
連
隊
が
デ
モ
隊
の
隊
列
に
向
け
て
一
斉

射
撃
を
浴
び
せ
、
五
二
人
の
死
者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。　

　
こ
の
偶
発
事
件
は
民
衆
蜂
起
の
合
図
と
な
っ
た
。
デ
モ
参
加
者
た
ち
は
当
時
の

パ
リ
の
習
俗
に
倣
っ
て
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
の
山
車
の
形
式
を
と
る
こ
と
で
多
く
の
民

衆
を
蜂
起
に
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
正
規
軍
兵
士
に
よ
る
乱
射
で
一

旦
は
四
散
し
た
群
衆
が
再
び
現
場
に
集
ま
り
、
通
り
が
か
っ
た
運
送
会
社
の
荷
馬

車
に
死
体
を
収
容
し
、
ブ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
上
を
東
に
向
か
っ
て
練
り
歩
き
始
め

た
。
山
車
の
列
は
途
中
で
再
び
『
ナ
シ
オ
ナ
ル
』
紙
の
事
務
所
前
で
止
ま
り
、
今

度
は
ガ
ル
ニ
エ
＝
パ
ジ
ェ
スG

arnier-Pagès

 
            
の
「
銃
撃
は
恐
る
べ
き
犯
罪
行
為

で
あ
る
」
と
い
う
演
説
を
聴
い
て
い
る
。
彼
ら
は
そ
の
後
、
サ
ン
・
ド
ニ
門
の
バ

リ
ケ
ー
ド
か
ら
引
き
返
し
て
ブ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
を
離
れ
、
ポ
ワ
ソ
ニ
エ
ー
ル
大
通

り
を
曲
が
り
な
が
ら
南
下
し
て
パ
リ
中
心
部
を
目
指
し
た
。
途
中
の
ド
・
ク
レ
リ

通
り
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
通
り
、
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
通
り
は
一
九
世
紀

前
半
の
騒
擾
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た
街
区
で
あ
り
、
山
車
の
行
進
は
蜂
起
の
波
を

広
げ
る
と
と
も
に
、
武
器
商
人
か
ら
平
和
裡
に
奪
取
し
た
銃
で
武
装
化
が
進
ん

だ
。
隊
列
は
中
央
市
場
の
北
西
端
か
ら
反
転
す
る
形
で
第
四
区
の
区
役
所
へ
と
進

岡
　
﨑
　
賢
　
治

一
六
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ん
で
そ
の
中
庭
に
、
山
の
よ
う
に
積
ん
で
き
た
遺
体
を
荷
台
か
ら
下
ろ
し
た
。
彼

ら
が
中
央
市
場
を
目
指
し
た
の
は
、
た
だ
単
に
都
市
機
能
の
中
枢
部
だ
っ
た
か
ら

で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
セ
ー
ヌ
河
岸
に
か
け
て
、
市
場
や
船
着
き
場
で
働
く
荷
役

人
夫
や
屑
屋
・
呼
び
売
り
人
な
ど
の
日
雇
い
労
働
者
が
集
ま
り
住
む
地
域
だ
っ
た

か
ら
で
も
あ
る
。
翌
二
四
日
朝
に
は
パ
リ
市
内
に
一
五
〇
〇
カ
所
近
い
バ
リ
ケ
ー

ド
が
築
か
れ
、
蜂
起
し
た
民
衆
は
兵
営
を
占
拠
し
、
市
庁
舎
を
包
囲
し
た
。
こ
の

民
衆
に
よ
る
一
斉
蜂
起
を
前
に
し
て
国
民
軍
司
令
官
は
と
う
と
う
隊
組
織
を
ま
と

め
る
こ
と
を
諦
め
、
そ
れ
を
見
た
ビ
ュ
ジ
ョ
将
軍
率
い
る
正
規
軍
も
矛
先
を
納
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
間
、
国
王
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
オ
デ
ィ
ロ
ン
・
バ
ロ

に
組
閣
を
命
じ
た
が
実
現
せ
ず
、
正
午
過
ぎ
に
は
退
位
宣
言
に
署
名
し
た
。
王
位

は
孫
の
パ
リ
伯
フ
ィ
リ
ッ
プLouisPhilippe

Albertd’O
rléans

 
                        
      
に
譲
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、
彼
は
母
親
の
オ
ル
レ
ア
ン
公
妃
に
連
れ
ら
れ
て
テ
ュ
イ
ル
リ
宮
殿

か
ら
国
会
議
事
堂
（
ブ
ル
ボ
ン
宮
）
へ
と
出
向
い
た
。
だ
が
、
武
装
し
た
群
衆
が

押
し
か
け
て
大
混
乱
に
陥
り
、
七
月
王
政
は
瞬
く
間
に
倒
壊
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
日
の
う
ち
に
早
く
も
デ
ュ
ポ
ン
・
ド
・
ル
ー
ルD

upontde
l’Eure

 
               
を
首

班
（
在
任
一
八
四
八
）
と
し
、
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
共
和
派
＝
ナ
シ

オ
ナ
ル
派
の
マ
ラ
ス
ト
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
ラ
ゴ
（
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ア
ラ
ゴ
の

兄
）François

Jean
D
om
inique

Arago

 
              
  
            
、
急
進
共
和
派
＝
レ
フ
ォ
ル
ム
派
の

フ
ロ
コ
ンFerdinand
Flocon

 
               
、
ル
ド
リ
ュ
・
ロ
ラ
ン
ら
の
臨
時
政
府
が
市
庁
舎

内
に
設
置
さ
れ
、
共
和
政
宣
言
を
発
し
た
。
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
や
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

ア
ラ
ゴ
は
も
と
も
と
共
和
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
民
衆
の
蜂
起
を
受
け
て
俄

に
共
和
主
義
を
標
榜
し
た
の
で
あ
っ
た
（「
翌
日
の
共
和
派
」）。
ま
た
、
彼
ら
は
労

働
者
大
衆
に
対
す
る
指
導
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
七
月
王
政
崩

壊
と
い
う
現
実
を
前
に
し
て
抜
け
目
な
く
自
ら
の
政
治
的
位
置
を
確
保
し
た
。
翌

二
五
日
、
市
庁
舎
前
の
グ
レ
ー
ヴ
広
場
　（
現
在
の
オ
テ
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ル
広
場
）
を

占
拠
し
た
群
衆
の
中
か
ら
北
部
鉄
道
会
社
の
労
働
者
代
表
マ
ル
シ
ュ
を
中
心
と
す

る
労
働
者
二
〇
人
ほ
ど
が
銃
を
携
え
な
が
ら
市
庁
舎
内
に
入
り
、「
共
和
政
が
真

に
民
衆
の
た
め
の
も
の
な
ら
赤
旗
を
国
旗
に
せ
よ
」
と
詰
め
寄
り
、「
労
働
の
組

織
、
保
証
さ
れ
た
労
働
の
権
利
。
病
気
の
際
の
労
働
者
と
そ
の
家
族
へ
の
最
低
限

の
保
証
、
労
働
者
が
労
働
で
き
な
い
と
き
貧
困
か
ら
救
済
さ
れ
て
あ
る
こ
と
、
し

か
も
こ
れ
は
、
主
権
者
た
る
国
民
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
諸
手
段
に
よ
る
」
と
い

う
要
請
書
を
提
出
し
た
。
マ
ル
シ
ュ
た
ち
は
閣
僚
の
マ
リAlexandre

 
        -  

Thom
as
M
arie

    
    
    
や
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
と
論
争
に
な
っ
た
が
、
結
局
は
丸
め
込
ま

れ
て
三
色
旗
を
共
和
国
の
国
旗
と
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
た
。
も
っ
と
も
「
翌
日

の
共
和
派
」
の
方
も
民
衆
の
突
き
上
げ
を
食
っ
て
社
会
主
義
者
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
、

機
械
工
ア
ル
ベ
ー
ルAlexandre-M

artin
Albert

 
          
            
の
入
閣
を
呑
ん
で
い
る
。
そ

し
て
新
閣
僚
と
な
っ
た
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
が
作
成
し
た
法
令
に
は
「
臨
時
政
府
は
労

働
に
よ
っ
て
労
働
者
の
生
活
を
保
証
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
政
府
は
労
働
者
が

自
己
の
労
働
の
利
益
を
享
受
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の
間
で
団
結
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
を
認
め
る
。
労
働
者
に
所
属
す
る
臨
時
政
府
は
、
皇
室
費
に
あ
て
ら
れ
て
い
る

一
〇
〇
万
フ
ラ
ン
を
労
働
者
に
与
え
る
｣
と
あ
り
、
ガ
ル
ニ
エ
・
パ
ジ
ェ
ス
と
ル

イ
・
ブ
ラ
ン
の
署
名
が
添
え
ら
れ
た
。
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
が
書
い
た
法
令
に
は
労
働

者
が
要
請
し
た
｢
労
働
の
権
利
」
と
い
う
文
言
は
な
く
、
そ
れ
は
「
労
働
者
の
生

活
を
保
証
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者

が
求
め
た
「
労
働
の
権
利
」
と
は
〈
労
働
の
保
証
〉
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

〈
団
結
権
〉
を
意
味
し
て
い
た
が
、
臨
時
政
府
の
理
解
は
〈
失
業
対
策
〉
で
し
か

な
く
、
こ
の
齟
齬
が
第
二
共
和
政
に
お
け
る
分
裂
を
惹
き
起
こ
す
の
で
あ
っ
た 
。

註
①
　
ジ
ャ
ガ
ー
ド
織
機
の
普
及
は
絹
撚
糸
の
需
要
を
促
し
た
。
撚
糸
は
も
と
も

と
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
輸
入
糸
が
多
く
第
一
帝
政
期
の
一
八
一
二
年
に
は
国
内

産
撚
糸
一
七
二
ト
ン
に
対
し
、
輸
入
撚
糸
は
八
五
ト
ン
で
あ
っ
た
。
撚
糸
生

産
は
仏
人
技
師
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
・
ヴ
ォ
カ
ン
ソ
ンJacques

de
Vaucanso

 
                  n  

註
⑬

一
七

フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
と
一
八
四
八
年
革
命
に
関
す
る
一
考
察
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が
一
七
四
五
年
に
発
明
し
た
ヴ
ォ
カ
ン
ソ
ン
式
絹
織
機
の
導
入
で
い
ち
早
く

工
場
生
産
が
開
始
さ
れ
た
が
小
規
模
経
営
が
続
い
た
。
な
お
、
撚
糸
工
場
は

ア
ル
デ
ッ
シ
ュ
県
と
ド
ロ
ー
ム
県
に
集
中
し
て
い
た
。Jean-Antoine

 
           -  

Claude
Chaptal,D

e
l'industrie

franç
                 
                   aise,Paris,1819

tom
e
II,

                     
      

p.120.
British

Parliam
entary

Papers.

                      
              

Industrial
Revolution.

                        

Texitiles
5,Shannon,1968.p.515.

                                   
　

本
池
立
『
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
と
恐
慌
』（
御
茶
の
水
書
房
）
二
二
一
～
二

三
五
頁
参
照

註
②
　
マ
ル
コ
ヴ
ィ
ッ
チT.J.M

arkovitch
 
    
         
の
試
算
で
は
一
七
八
一
～
九
〇
年

の
繊
維
別
生
産
高
は
毛
織
物
一
億
六
〇
〇
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
、
絹
織
物
八
七
〇

〇
万
リ
ー
ヴ
ル
、
綿
織
物
五
〇
〇
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
、
麻
織
物
二
億
七
〇
〇
万

リ
ー
ヴ
ル
で
あ
っ
た
が
、
シ
ャ
プ
タ
ルJ.-A.-C.Chaotal
 
              
の
試
算
で
は
一

八
一
二
年
の
羊
毛
製
品
が
二
億
三
八
一
三
フ
ラ
ン
、
絹
製
品
が
一
億
七
五
六

フ
ラ
ン
、
綿
製
品
が
一
億
九
一
六
〇
フ
ラ
ン
、
麻
製
品
が
二
億
四
二
八
〇
フ

ラ
ン
と
な
っ
て
綿
製
品
と
麻
製
品
の
生
産
量
の
差
が
縮
ま
り
、
一
八
二
〇
年

代
末
に
な
っ
て
逆
転
す
る
。
そ
の
原
因
は
綿
工
業
の
発
展
と
、
フ
ラ
ン
ス
の

麻
工
業
が
相
変
わ
ら
ず
農
村
に
お
け
る
家
内
工
業
段
階
に
止
ま
っ
て
い
た
の

に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
機
械
制
生
産
の
開
始
に
成
功
し
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
英
国
産
麻
糸
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
輸
出
量
は
、
一
八
二
〇
年
代
に
は
年

平
均
一
ト
ン
未
満
で
あ
っ
た
が
、
一
五
ト
ン
（
三
一
年
）、
五
六
ト
ン
（
三

二
年
）、
一
二
九
六
ト
ン
（
三
五
年
）、
一
九
〇
一
ト
ン
（
三
六
年
）、
三
二

〇
〇
ト
ン
（
三
七
年
）
と
急
増
し
て
い
る
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
の
綿
工
業
は

原
綿
す
べ
て
を
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、
主
な
輸
入
相
手
国
は
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
で
あ
っ
た
。
一
八
二
一
年
に
は
二
万
二
五
八
七
ト
ン
（
米
国
四
五
％
）

で
あ
っ
た
が
、
綿
工
業
の
発
展
と
と
も
に
三
万
一
九
一
四
ト
ン
（
二
六
年
、

米
国
六
八
・
一
％
）、
二
万
八
二
二
九
ト
ン
（
三
一
年
、
米
国
八
〇
・
七
％
）、

四
万
四
三
三
一
ト
ン
（
三
六
年
、
米
国
八
二
％
）、
五
万
五
八
七
〇
ト
ン
（
四

一
年
、
米
国
九
〇
・
一
％
）、
六
万
四
二
二
七
ト
ン
（
四
六
年
、
米
国
九
四
・

六
％
）
と
増
加
し
た
。T.J.M

arkovitch,
L'industrie

français

 
    
                               e

de

     

1789
a
1964,

Cahiers
le
l'iSEA,

séri

                                    e
AF6,

Paris,
1966,

                    

Tableau
de
base

XVI

                   
。　

　
　
本
池
立
前
掲
書
一
三
五
～
一
四
三
、
一
六
一
～
一
六
六
頁
参
照

註
③
　
一
四
～
一
五
世
紀
頃
、
ラ
イ
ン
流
域
の
ジ
ー
ガ
ー
ラ
ン
トSiegerland

 
         
で

始
ま
っ
た
高
炉
法
に
よ
る
製
鉄
は
膨
大
な
量
の
木
炭
を
必
要
と
し
、
森
林
資

源
の
枯
渇
が
問
題
視
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
一
六
世
紀
末
頃
か
ら
石
炭
の
利
用

が
試
み
ら
れ
、
一
七
〇
九
年
英
人
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
デ
ー
ビ
ー
一
世Abraham

 
      
 

D
arby

 
    
が
コ
ー
ク
ス
高
炉
の
開
発
に
成
功
し
た
。
木
炭
高
炉
の
約
三
倍
の
出

銑
能
力
を
持
つ
コ
ー
ク
ス
高
炉
は
石
炭
よ
り
燃
え
に
く
い
と
い
う
弱
点
が
あ

り
、
そ
れ
を
克
服
し
た
の
が
蒸
気
機
関
で
あ
る
。
一
七
一
二
年
英
人
ニ
ュ
ー

コ
メ
ンThom

as
N
ew
com
en

 
   
    
  
   
  
が
発
明
し
、
六
九
年
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ッ

トJam
es
W
att

 
  
    
   
が
改
良
し
た
蒸
気
機
関
は
、
高
炉
の
立
地
条
件
の
問
題
を

一
気
に
解
決
し
た
。
ま
た
一
八
二
八
年
に
は
英
人
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ニ
ー
ル
ソ

ン
　Jam

esBeaum
ontN

eilson

   
        
     
      
が
高
炉
に
送
風
す
る
空
気
を
予
め
加
熱

す
る
熱
風
炉
を
発
明
し
て
炉
内
の
熱
効
率
を
高
め
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。

そ
し
て
一
七
八
三
年
、
英
人
ヘ
ン
リ
・
コ
ー
トH

enry
Cort

 
         
は
パ
ド
ル
法

puddling
process

                
に
よ
っ
て
反
射
炉
内
の
炭
素
含
量
を
減
ら
す
こ
と
に
成

功
し
、
銑
鉄
か
ら
錬
鉄
や
鍛
鉄（
鋼
）を
生
産
す
る
の
が
容
易
に
な
っ
た
。
ま

た
、
パ
ド
ル
炉
は
木
炭
精
錬
炉
と
比
べ
て
約
二
倍
の
生
産
能
力
が
あ
っ
た
か

ら
生
産
費
を
約
一
二
％
削
減
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
大
規
模
生
産
は
英
人

ヘ
ン
リ
・
ベ
ッ
セ
マ
ーH

enry
Bessem

er

 
           
  
に
よ
る
ベ
ッ
セ
マ
ー
転
炉
の
開

発
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

中
沢
護
人
『
鋼
の
時
代
』（
岩
波
新
書
）
二
五
～
八
九
頁
参
照

岡
　
﨑
　
賢
　
治

一
八
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註
④
　
一
七
八
九
年
現
在
の
「
所
有
帰
属
別
製
鉄
所
数
」
に
よ
れ
ば
、
国
家
・
国

王
一
二
、
貴
族
二
九
八
、
僧
族
二
七
、
第
三
身
分
二
〇
二
、
会
社
六
、
不
明

三
六
二
だ
っ
た
。G

eorges
Bourgin

etH
ubertBourgin,L

 
                   
                ’industrie

           

sidêrurgique
en
France

au
débutde

                                    la
Révolution,1920.

                    
　
本
池

立
前
掲
書
二
五
六
頁
参
照
。

註
⑤
　
産
業
資
本
家
た
ち
は
七
月
王
政
期
に
企
業
者
連
合
を
結
成
し
、
議
会
や
中

央
官
庁
へ
の
請
願
・
陳
情
や
新
聞
等
に
よ
る
広
報
活
動
な
ど
を
展
開
す
る
圧

力
団
体
に
成
長
し
た
。
と
り
わ
け
一
八
四
〇
年
に
結
成
し
た
製
鉄
業
利
害
委

員
会
は
ロ
ビ
ー
活
動
を
通
し
て
政
府
の
関
税
引
き
下
げ
計
画
や
ベ
ル
ギ
ー
と

の
関
税
同
盟
計
画
を
頓
挫
さ
せ
る
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
四
六
年
一
〇
月

に
は
い
く
つ
か
の
産
業
別
企
業
者
連
合
を
ま
と
め
て「
国
民
労
働
防
衛
連
合
」

を
結
成
し
て
い
る
。
一
方
、
政
府
の
保
護
関
税
政
策
に
苦
し
ん
で
き
た
ボ
ル

ド
ー
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
な
ど
に
拠
点
を
置
く
貿
易
商
人
や
外

国
商
品
と
十
分
に
対
抗
で
き
る
高
品
質
製
品
を
生
産
し
て
い
た
リ
ヨ
ン
の
絹

織
物
業
者
た
ち
は
自
由
貿
易
主
義
を
掲
げ
、
四
六
年
二
月
、
ボ
ル
ド
ー
に
｢

自
由
貿
易
中
央
連
合
｣
を
設
立
し
た
。

註
⑥
一
八
四
五
年
現
在
の
「
企
業
形
態
別
製
鉄
所
数
」
統
計
に
よ
れ
ば
、
製
鉄
所

の
多
く
は
相
変
わ
ら
ず
個
人
企
業
（
一
一
二
〇
社
）
で
同
族
資
本
に
依
拠
し

て
い
た
が
、
大
企
業
の
場
合
は
銀
行
資
本
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に

な
っ
た
。
例
え
ば
ア
ヴ
ェ
ロ
ン
製
鉄
所Aveyron

 
      
の
大
株
主
は
ピ
レ
＝

ウ
ィ
ルPillet-W

ill

 
       
   
や
ミ
レM

illeret

 
       
等
の
パ
リ
の
銀
行
家
で
あ
り
、
ル
・

ク
ル
ー
ゾ
製
鉄
所
も
パ
リ
の
銀
行
家
グ
ル
ー
プ
の
シ
ャ
ピ
タ
ル
・
ボ
ー
ダ
ン

Chaptal-Bodin

             
や
オ
ー
ト
・
バ
ン
ク
の
一
つ
フ
ォ
ー
ル
ドFould

 
    
が
大
株

主
だ
っ
た
。
ま
た
、
一
八
三
三
年
に
破
産
し
た
ル
・
ク
ル
ー
ゾ
製
鉄
所
を
三

六
年
に
買
収
し
て
操
業
再
開
に
こ
ぎ
着
け
た
合
資
会
社
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
社

Schneider
&
Cie

           
    
の
最
大
株
主
は
セ
イ
エ
ー
ル
銀
行
だ
っ
た
。
そ
し
て
ア

レ
ー
製
鉄
所
会
社
の
発
起
人
・
大
株
主
は
パ
リ
の
銀
行
家
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た

し
、
数
年
後
に
経
営
不
振
に
陥
っ
た
同
製
鉄
所
を
三
六
年
四
月
に
引
き
受
け

た
合
資
会
社D

rouillard
BeroistetCie

 
                        
の
発
起
人
に
し
て
最
大
株
主
は

パ
リ
の
銀
行
家
ド
ル
ラ
ー
ドD

rouillard

 
         
で
あ
る
。
本
池
立
前
掲
書
二
八

〇
～
二
八
八
頁
参
照

註
⑦
　
北
部
鉄
道
（
資
本
金
二
億
フ
ラ
ン
）
は
筆
頭
株
主
ロ
チ
ル
ド
家
が
一
〇
万

三
〇
〇
〇
株
、
ラ
フ
ィ
ッ
ト
家
が
経
営
す
るLaffitte,BlountetCie

 
                      
が

七
万
八
〇
〇
〇
株
、
オ
タ
ン
ゲ
ル
家
が
二
万
二
〇
〇
〇
株
と
パ
リ
の
銀
行
家

が
名
を
連
ね
、
有
力
オ
ー
ト
・
バ
ン
ク
も
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇
〇
株
以
上
の
大

株
主
だ
っ
た
。
ま
た
、
ロ
チ
ル
ド
家
は
パ
リ
＝
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
鉄
道
（
資

本
金
一
億
二
五
〇
〇
万
フ
ラ
ン
）
の
一
万
四
〇
〇
〇
株
、
パ
リ
＝
リ
ヨ
ン
鉄

道
（
資
本
金
二
億
フ
ラ
ン
）
の
一
万
株
を
所
有
し
た
。
本
池
立
前
掲
書
二
六

八
～
三
五
一
頁
参
照

註
⑧
　
喜
安
朗
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
王
政
と
市
民
社
会
」
三
六
八
～
三
七
一
頁
、
服
部

春
彦
「
フ
ラ
ン
ス
復
古
王
政
・
七
月
王
政
」（
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
　
　
１９

近
代
６
』
所
収
第
二
論
文
、
岩
波
書
店
）
六
〇
～
六
八
頁
、
遠
藤
輝
明
「
フ

ラ
ン
ス
産
業
革
命
の
展
開
過
程
」（
高
橋
幸
八
郎
編
『
産
業
革
命
の
研
究
』

所
収
第
二
論
文
）
一
二
五
～
一
八
四
頁
・
同
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
資
本
主

義
の
発
達
」（
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
　
　
近
代
６
』
所
収
第
一
〇
論
文
）

１９

二
九
一
～
三
二
二
頁
、
上
垣
豊
「
立
憲
王
政
」（
柴
田
三
千
雄
・
樺
山
紘
一
・

福
井
憲
彦
編
『
世
界
歴
史
大
系
　
フ
ラ
ン
ス
史
２
』
所
収
第
一
〇
論
文
、
山

川
出
版
社
）
四
七
八
～
四
九
七
頁
、
本
池
立
前
掲
書
一
一
七
～
三
五
一
頁
各

参
照

註
⑨
　Jean-Louis

Flandrin,Le
Sexe

etl’O
c

                                   
 cident,Seuil,1981.

                    
ジ
ャ

ン
＝
ル
イ
・
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
『
性
と
歴
史
』（
宮
原
信
訳
、
新
評
論
）、
荻
野

美
穂
『
生
殖
の
政
治
学
』（
山
川
出
版
社
）
一
〇
～
六
五
頁
各
参
照

一
九

フ
ラ
ン
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産
業
革
命
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一
八
四
八
年
革
命
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註
⑩
　
中
野
隆
生
『
プ
ラ
ー
グ
街
の
住
民
た
ち
』（
山
川
出
版
社
）
一
〇
六
頁
・

表
６
「
パ
リ
市
お
よ
び
セ
ー
ヌ
県
の
人
口
の
推
移
」
参
照

註
⑪
　
谷
川
稔
「
近
世
国
民
国
家
へ
の
道
」（
福
井
憲
彦
編
『
新
版
世
界
各
国
史

　
　
フ
ラ
ン
ス
史
』
所
収
第
六
論
文
）
三
〇
四
～
三
〇
九
頁
、
同
「
コ
ン
パ

１２ニ
ョ
ナ
ー
ジ
ュ
と
職
能
的
共
同
体
」（『
シ
リ
ー
ズ
世
界
史
へ
の
問
い
４
　
社
会

的
結
合
』
所
収
第
五
論
文
、
岩
波
書
店
）
一
三
七
～
一
六
五
頁
、J.P.Aguet

 
        ,   

Les

    G  

rèves
sous

la
M
onarchie

de
Juillet.

               
                     1830~1847,G
enève,

            
       

1954.pp.366~67.

                 
、『
ド
ー
ミ
エ
風
刺
画
の
世
界
』（
岩
波
文
庫
）、
ジ
ャ

ン
＝
ア
ン
リ
・
マ
ル
レJean-H

enriM
rlet

       
      
    
『
タ
ブ
ロ
ー
・
ド
・
パ
リ
』

（
新
評
論
）
各
参
照

註
⑫
　
赤
司
道
和
「
手
工
業
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
　
七
月
王
政
期
の
パ
リ

の
紳
士
服
仕
立
工
の
事
例
」（『
北
海
道
　
大
学
文
學
部
紀
要
』
四
二
ー
三
）

一
三
三
～
一
六
六
頁
参
照

註
⑬
　
喜
安
朗
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
王
政
と
市
民
社
会
」（『
世
界
各
国
史
２
　
フ
ラ
ン

ス
史
』
所
収
第
六
論
文
、
山
川
出
版
社
）　
三
七
五
～
三
八
二
頁
、
同
「
フ

ラ
ン
ス
第
二
共
和
政
」（
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
　
近
代
６
』
所
収
第
七
論

１９

文
、
岩
波
書
店
）
一
九
四
～
二
〇
三
頁
、
岡
田
信
弘
「
フ
ラ
ン
ス
選
挙
制
度

史
（
三
）」（『
北
大
法
学
論
集
』
三
〇
－
三
）
九
四
～
九
八
頁
各
参
照
。
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A Study of the French Industrial Revolution and the 1848 Revolution.

Kenji Okazaki
 
 In the late 18th century, France was defeated in the British-French colonial war, and after a 
while it was relegated to “a relatively underdeveloped country” compared to the leading Britain in 
the context of the industrial revolution. What kind of influence did this have on political and 
economic changes in France? 
 In the first place, France switched the first policy priority from conventional trade balance to 
domestic industrial development. Since the end of the 18th century, the French regime had 
changed rapidly from the Bourbons to the First Republic, to the First Empire, to the Bourbon 
Restoration, and to the July Monarchy, but there had been no change in the basic policy of 
protection duty.  Meanwhile, the French industrial revolution, which began in the 1810s, made 
progress in the 1820s in the textile industry such as silk and cotton fabrics, and in the 1830s the 
textile industry and the heavy industries such as the steel companies developed at the same time.
 For the second point, when the mechanization of the factory progressed in the industrial 
revolution, a large number of poor workers emerged because there was no need for traditional 
handicraft workmanship.  As a result, the problem of social poverty was aggravated, and workers 
formed “associations” (producers’ cooperatives) and embarked on life protection.  Also, in the 
1830s and 1840s, the early socialism appeared in conjunction with poverty issues and labor 
movements. However, severe labor disputes occurred, not at construction sites that had many 
workers or at large factories in emerging industrial cities, but at small-scale workplaces where 
tailors worked.
 The third point is that in 1847 in France, in addition to the poor crop since the year before 
last, an overproduction crisis occurred.  As a result, not only poor farmers and urban people, but 
also some of Petit Bourgeois and soldiers of the National Armed Forces, became dissatisfied with 
the Guizot Cabinet.  At that time, rebels against the July Monarchy started a banquet movement 
in search of electoral system reform.  Soon the initiative of a banquet movement came to be held 
by the Petit Bourgeois, and in 1848 it was transferred to the hands of the people in Paris, 
especially the laboring masses.  Students and workers with the National Army siding with them 
rose up in rebellion all at once on February 22-24, and the February Revolution succeeded.  In 
addition to the republicans such as Lamartine, socialists such as Louis Blanc also participated in 
the temporary republican government, but there was a difference in the recognition of “the right of 
labor” between them and the workers.  This was one of the factors by which the Second Republic 
broke down.


